
図書館からのお知らせ

「夏の朗読会」を開催
　「朗読紫苑の会」夏の朗読会を開催します。伊集院静／著「君のいた時間」より１篇、久住昌之／著「お

はぎと兵隊」（『おやつ』より）ほか、夏の季節にちなむ短編小説やエッセイなどを取り上げる予定です。

　文芸作品を耳で味わうことで、読書の幅を広げてみませんか。気軽に参加してください。

日　時　７月16日㈰午後２時30分～（１時間30分程度）

場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）３階視聴覚室　　

定　員　40人（先着順）　

参加費　無料　　申し込み　不要　　実　演　朗読紫苑の会

問い合わせ　文化学習課　文化学習係（市民図書館）☎（921）4646

（921）4896

「七夕まつり」を開催
　地域文庫の皆さんや福岡こども短期大学の学生さんによる「七夕まつり」を開催します。家族で楽しい

ひとときを過ごしませんか。

日　時　７月15日㈯　受付：午前10時50分～／オープニングセレモニー：午前11時〜　

　　　　※各プログラム時間はチラシに掲載しています。

場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）　　

内　容　福岡こども短期大学による「たのしいわくわくステージ（着ぐるみ劇、ダンスなど）」・「つ

くってあそぼうコーナー（バルーンアートなど）」。地域文庫による「おはなしの部屋」では

人形劇「すいかのたね」・紙芝居など。赤ちゃんゆびのおはなし会もあります。

参加費　無料　　申し込み　不要　

小学生「ふれあい工作教室」受講生募集
　いろんな種類の毛糸を使って、かわいい小鳥を作ってみませんか。ビーズやフェルトなどで飾りをつけ

て、自分だけの作品を作りましょう。

日　時　７月25日㈫午前10時～正午

場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）３階視聴覚室

定　員　16人　　参加費　無料　　

申込期間　７月４日㈫～20日㈭定員になり次第終了

申込方法　図書館カウンターまたは電話で住所・氏名・学年・電話番号を伝えてください。

　　　　　ファクスは不可です。

みんなの
としょかん●小説　渦の中へ（あさのあつこ／著）　おやごころ（畠中恵／著）　極楽征夷大将軍（垣

根涼介／著）　コメンテーター（奥田英朗／著）　白鶴亮翅（多和田葉子／著）　焼け野の

雉（梶よう子／著）　ローズマリーのあまき香り（島田荘司／著）　ペニー・レイン（小路幸

也／著）　赤い月の香り（千早茜／著）　時計泥棒と悪人たち（夕木春央／著）　ストロベ

リームーン（芥川なお／著）　ある犬の飼い主の一日（サンダー・コラールト／著）　過去

を売る男（ジョゼ・エドゥアルド・アグアルーザ／著）　

●随筆・詩などの文学　大伴旅人の帰京、路と和歌を重ねて辿る（菜畑健治／著）　日本

エッセイ小史（酒井順子／著）　天神さんが晴れなら（澤田瞳子／著）　俳句ミーツ短歌

（堀田季何／著）

●その他の本　尾瀬奇跡の大自然（大山昌克／著）　炊き込みベジごはん（市瀬悦子／

著）　庭時間が愉しくなる雑草の事典（森昭彦／著）　ビジュアル版江戸文化入門（深光富

士男／著）　英国の幽霊城ミステリー（織守きょうや／文）　齋藤孝の大人の教養図鑑（齋

藤孝／編）

『ある犬の飼い主の一日』
サンダー・コラールト

新潮社

『渦の中へ』
あさのあつこ
ＰＨＰ研究所

『尾瀬奇跡の大自然』
大山昌克

世界文化社

としょかんカレンダー

○印の日は、お休みです。
開館時間　午前１０時から午後6時まで

市民図書館

ＴＥＬ （ ９ ２ １） ４６ ４ ６

ＦＡＸ （ ９ ２ １） ４ ８ ９ ６

金曜・土曜（祝日除く・太字の日）は午後７時まで

（　　   ）令和5年5月
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水
城
村
の
サ
ル
ヅ
カ

公
文
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
タ
イ
ト

ル
バ
ナ
ー
に
は
『
郷
土
読
本
』
と
い
う

資
料
の
画
像
を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
昭
和
12
年

(

１
９
３
７)

に
水
城

尋
常
高
等
小
学
校
が
教
材
と
し
て
作
成

し
た
も
の
で
す
。
前
年
、
同
校
は
福
岡

県
の
郷
土
教
育
研
究
指
定
校
に
選
ば
れ

て
お
り
、『
郷
土
読
本
』
は
そ
の
研
究

成
果
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
『
郷

土
読
本
』
に
は
「
サ
ル
ヅ
カ
」
と
い
う

昔
話
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
城
村
に
住
む
夫
婦
の
家
で
飼

わ
れ
て
い
る
猿
が
、
夫
婦
の
留

守
中
、
見
様
見
真
似
で
赤
ん
坊

を
風
呂
に
入
れ
た
と
こ
ろ
、
誤
っ

て
熱
湯
に
つ
け
て
死
な
せ
て
し

ま
い
、
そ
の
罪
を
悔
い
て
自
害

す
る
と
い
う
内
容
で
す
。
と
こ

ろ
が
、『
郷
土
読
本
』
の
前
年
に

刊
行
さ
れ
た
『
筑
前
の
伝
説
』

(
佐
々
木
滋
寛
編
、
昭
和
11
年
)
は
、「
猿

塚
」
を
岬
村
字
鐘
崎
(
現
・
宗
像
市
)

の
伝
説
と
し
て
お
り
、
伝
説
の
出
典
と

し
て
江
戸
時
代
の
井
原
西
鶴
の
奇
談
集

『
懐
硯
』
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
佐
々
木

滋
寛
に
は
昭
和
７
年
に
も
『
筑
前
伝
説

集
』
と
い
う
著
作
が
あ
り
、同
じ
「
猿
塚
」

を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
太

宰
府
町
の
伝
説
と
し
て
い
ま
す
。
佐
々

木
は
『
懐
硯
』
巻
四
「
人
真
似
は
猿
の

行
水
」
と
い
う
話
を
翻
案
す
る
に
当
た

り
、
な
ぜ
一
方
は
太
宰
府
、
一
方
は
鐘

崎
の
伝
説
と
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

『
懐
硯
』
で
は
、
物
語
の
発
端
は
太
宰

府
の
里
と
明
確
で
す
が
、
そ
の
後
の
舞

台
及
び
猿
塚
の
所
在
に
つ
い
て
は
具
体

的
な
地
名
を
記
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
佐
々
木
は
『
筑
前
伝
説
集
』
に
採
録

す
る
際
、
太
宰
府
付
近
の
「
或
る
村
」

の
話
と
仮
定
し
た
も
の
の
、
４
年
後
の

『
筑
前
の
伝
説
』
編
集
時
に
再
度

『
懐

硯
』
を

精

読

し
、「
鐘

崎
」

の
方
が
妥
当
と
考
え
直
し
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
も

か
く
こ
の
改
訂
に
よ
り
、
太
宰

府
の
「
猿
塚
」
は
鐘
崎
へ
と
移

動
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

『
郷
土
読
本
』
の
担
当
者
は
、

昭
和
７
年
の
『
筑
前
伝
説
集
』

の
方
を
参
照
し
、
太
宰
府
の
伝

説
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
「
猿
塚
」

を
採
用
し
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
『
郷
土

読
本
』
へ
の
収
録
に
際
し
「
或
る
村
」

の
部
分
に
「
水
城
村
」
を
当
て
は
め
、

小
学
１
年
生
の
読
み
物
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
内
容
へ
と
編
集
し
、
郷
土
教
育
教

材
と
し
て
の
「
サ
ル
ヅ
カ
」
を
誕
生
さ

せ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

太
宰
府
市
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寛
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衣
も
食
も
欲
し
が
り
ま
せ
ん
と
生
き
て
ゐ
し

日
の
遠
く
な
り
物
溢
れ
の
世

観
世
音
寺
　
　
大
久
保
　
富
士
子

飛
び
石
を
囲
み
咲
き
た
る
姫
緋
扇
に

裳
裾
か
ら
げ
ん
花
終
ふ
る
ま
で

五
条
　
　
大
藪
　
晶
代

抜
き
と
り
て
五
本
の
指
で
根
ほ
ぐ
し
を

シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
の
植
え
替
え
は
じ
む

朱
雀
　
　
黒
木
　
邦
枝

店
内
で
目
に
付
く
マ
ス
ク
の
着
用
な
し

わ
れ
は
ま
だ
ま
だ
外
せ
そ
う
に
な
い

通
古
賀
　
　
詫
摩
　
典
子

夕
焼
け
と
と
も
に
渡
っ
て
帰
ら
な
い

さ
み
し
い
噂
で
も
聞
こ
へ
来
よ

福
岡
市
　
　
竹
森
　
祐
彦

人権標語

介
弘
　
紀
子
　
選

戸
を
開
け
て
追
へ
ば
飛
び
込
む
雨
蛙

筑
紫
野
市
　
　
羽
野
　
喜
久
代

夏
服
や
開
放
感
は
空
に
あ
り

青
葉
台
　
　
平
野
　
香

重
さ
な
き
ご
と
く
木
の
葉
に
雨
蛙

青
葉
台
　
　
本
山
　
晴
子

鳴
き
立
て
て
競
ふ
が
ご
と
し
雨
蛙

星
ヶ
丘
　
　
江
里
口
　
幸
生

白
服
の
教
室
抜
く
る
風
白
く

大
佐
野
台
　
　
金
丸
　
恵
子

佐
々
木
　
甘
露
子
　
選

日
時
計
の
針
ゆ
つ
く
り
と
今
日
は
夏
至

青
葉
台
　  

彦
坂
　
正
孚

父
の
日
や
用
な
く
父
に
電
話
し
て

小
郡
市
　  

貞
金
　
志
帆

螻
蛄
鳴
く
や
解
く
解
く
ま
い
か
父
母
の
家

福
岡
市
　
　
北
川
　
朴
洋
子

宿
坊
に
迷
ひ
蛍
の
二
つ
三
つ

福
岡
市
　
　
宮
津
　
英
里
子

頬
つ
つ
け
ば
や
や
の
瞳
丸
く
さ
く
ら
ん
ぼ

福
岡
市
　  

塩
飽
　
た
か
子

菅
井
　
久
美
子
　
選

砕
石
の
発
破
の
こ
だ
ま
夏
薊

観
世
音
寺
　
　
野
田
　
杉
子

六
合
目
一
と
息
入
る
る
夏
薊

東
ヶ
丘
　
　
竹
家
　
京
子

緑
蔭
に
深
き
静
け
さ
あ
り
に
け
り

高
雄
台
　
　
荒
島
　
由
美
子

山
頂
を
目
指
す
一
歩
の
夏
薊

大
野
城
市
　
　
稲
岡
　
と
み
子

走
り
根
を
四
方
に
一
樹
の
大
緑
蔭

福
岡
市
　
　
工
藤
　
友
子

小
池
　
一
恵
　
選

健
や
か
に
育
て
ば
売
ら
れ
ゆ
く
仔
牛

水
城
ヶ
丘
　
　
植
村
　
克
志

空
振
り
の
バ
ッ
ト
の
先
は
炎
も
え

福
岡
市
　
　
王
丸
　
真
知
子

寝
覚
め
の
悪
さ
た
か
が
夢
だ
と
吹
き
飛
ば
せ

都
府
楼
　
　
杉
　
良
子

空
振
り
に
今
度
こ
そ
は
と
立
ち
向
か
う

春
日
市
　
　
大
塚
　
茂

妙
な
雨
狐
は
嫁
に
行
っ
た
か
な

筑
紫
野
市
　
　
坂
本
　
や
よ
子

持
永
　
真
理
子
　
選

天
狗
に
も
逢
へ
さ
う
英
彦
の
茅
の
輪
抜
け

星
ヶ
丘
　
柴
田
慧
美
子

お
見
舞
の
は
が
き
の
一
語
人
涼
し

東
観
世
　
中
島
　
祝
乃

幼
な
児
と
茅
の
輪
く
ぐ
り
や
足
そ
ろ
へ

連
歌
屋
　
吉
嗣
の
り
子

噴
水
に
突
進
す
る
子
た
め
ら
ふ
子

筑
紫
野
市
　
幸
田
は
る
み

水
城
野
に
生
ま
る
る
う
ね
り
青
田
風

水
城
　 

福
永
　
惠
美

水城西小６年　　辻田　琥太朗さん

あいさつは　
　ともだちづくりの
　　　　　　第一歩

つじ　た こ　た　ろう

韓国の大学入試競争が激しいことを一度はどこかで聞いたことがあるかと思

います。2022年度の韓国の大学進学率は一般系高校生の79％で、10人中８人は大

学に進学しているという教育統計結果が発表されました。前年に比べ0.8ポイン

ト下がったそうですが、その理由が大学進学の関心が冷めたということではなく、

浪人生が増えたからという分析です。それでは、本題である韓国の大学入学試験

について紹介します。

入学試験は大きく２つ、「수시(随時)」と「정시(定時)」があります。 

まず随時は、大学が直接行う試験を受ける方式です。大学によって試験の種

類も内容も千差万別ですが、高校時代の成績と生活記録簿の内容から判断する

「学生簿総合選考」、叙述型の問題を通じて思考力を判断する「論述選考」など

があります。このような随時選考の場合、高校時代の成績はもちろんボランティ

ア時間も確認することがあるので、学期中にボランティア活動をする必要もあり

ます。

この過程が複雑だと考えた人は定時での試験を決めるようです。定時選考は

国が行う大学修学能力試験、略して「수능(修能)」という試験を受けることにな

ります。修能は年に一度11月に開催され、今年は11月16日㈭に開催される予定で

す。そしてこの試験で出た等級を持って、大学に願書を出すのが定時の方式で

す。おそらく多くの韓国人の人生の内、最も重要な試験だと言っても過言ではな

いかもしれません。

今回は韓国の大学入学試験である「随時」と「定時」について紹介しましたが、

いかがでしたか。もし皆さんなら随時と定時、どちらを受験しますか？ちなみに私

は定時派でした！

韓国の大学入学試験

（太宰府市五条）池坊

花材 百合、トルコキキョウ、タニワタリ

上野　智子

（応募時）

うえ の とも こ

国際交流・韓国

太宰府市国際交流員
キムシンヒョン

金辛泫

つ
れ
づ
れ

太
宰
府
短
歌
会

飛
梅
句
会

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

太
宰
府
俳
句
会

宝
満
句
会

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

季
節
の
生
け
花

太
宰
府
市
華
道
連
盟

ス シ ジョンシ

スヌン

みんなの
としょかん●小説　隠居おてだま（西條奈加／著）　ひむろ飛脚（山本一力／著）　彼女が言わなかっ

たすべてのこと（桜庭一樹／著）　デモクラシー（堂場瞬一／著）　日暮れのあと（小池真

理子／著）　鈍色幻視行（恩田陸／著）　時々、慈父になる。（島田雅彦／著）　墨のゆらめ

き（三浦しをん／著）　　物語の種（有川ひろ／著）　王の家（江上剛／著）　時を追う者

（佐々木譲／著）　能面検事の死闘（中山七里／著）　ポーランドの人（Ｊ．Ｍ．クッツェー／

著）　寝煙草の危険（マリアーナ・エンリケス／著）

●随筆・詩などの文学　村上Ｔ（村上春樹／著）　僕はいかに逆境をのり越え世界一翻訳

された作家になったのか（シドニー・シェルダン／著）　四十雀、跳べ！（林真理子／著）　

海軍こぼれ話（阿川弘之／著）

●その他の本　笠原将弘の副菜の極み158（笠原将弘／著）　メメンとモリ（ヨシタケシ

ンスケ／著）　図でわかる鎌田式43のいい習慣（鎌田實／著）　逆境を生き抜くための教

養（出口治明／著）　池上彰の「世界そこからですか！？」（池上彰／著）

としょかんカレンダー

○印の日は、お休みです。
開館時間　午前１０時から午後6時まで

市民図書館

ＴＥＬ （ ９ ２ １） ４６ ４ ６

ＦＡＸ （ ９ ２ １） ４ ８ ９ ６

金曜・土曜（祝日除く・太字の日）は午後７時まで

（　　   ）令和５年６月
貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土令和
5年

8 7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

6

13

20

27

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

古
代
大
宰
府
の
軍
事
的
機
能
⑶
~
防
人
制
再
論
~

以
前
、
こ
の
欄
で
古
代
大
宰
府
の
軍

事
的
機
能
と
し
て
防
人
を
取
り
上
げ
ま

し
た(
令
和
４
年
12
月
１
日
号
)。
現
在
、

わ
た
く
し
は
防
人
制
の
問
題
を
ま
と
め

て
み
た
い
と
考
え
て
、
そ
の
研
究
な
ど

を
整
理
し
て
い
ま
す
。
そ
の
過
程
で
気

づ
い
た
こ
と
を
述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

最
近
の
古
代
軍
制
史
研
究
の
動
向
を

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
防
人
制
に
関
す

る
研
究
は
必
ず
し
も
盛
ん
で
あ
る
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
『
万
葉
集
』
巻
20

に
は
、
天
平
勝
宝
７
(
７
５
５
)

年
２
月
、
編
者
の
一
人
と
目
さ

れ
て
い
る
大
伴
家
持
が
兵
部
少

輔
と
し
て
、
東
国
か
ら
筑
紫
に

派
遣
さ
れ
る
防
人
た
ち
の
検
校

に
あ
た
っ
て
、
彼
ら
の
歌
を
と

り
ま
と
め
、
そ
の
一
部
を
収
録

し
た
部
分
が
あ
り
ま
す
。
い
わ

ゆ
る
「
防
人
歌
群
」
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
、
防
人
制
を
考
え
る
う
え
で

も
重
要
な
史
料
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ

に
関
す
る
研
究
も
近
年
は
国
文
学
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
主
流
を
占
め
て
お

り
、
防
人
制
そ
の
も
の
に
関
わ
る
も
の

で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
防
人
制
は
天
智
朝
頃
に
成

立
し
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
淵

源
が
中
国
や
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
ど
の

よ
う
な
制
度
に
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は

関
連
は
な
い
の
か
に
つ
い
て
も
、
そ
れ

ほ
ど
明
確
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
防
人
制
の
成
立
は
、

律
令
国
家
軍
制
の
根
幹
で
あ
っ
た
軍
団

兵
士
制
の
成
立
に
先
行
す
る
可
能
性
が

高
く
、
の
ち
に
は
そ
の
軍
団
兵
士
制
の

一
環
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

防
人
そ
の
も
の
は
、
西
辺
防
備
の
た

め
の
兵
力
で
あ
り
、
具
体
的
に
い
え
ば

北
部
九
州
を
中
心
に
配
備
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
た
だ
一
方
で
、
先
に

ふ
れ
た
『
万
葉
集
』
の
事
例
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
来
的
に

は
そ
の
出
身
地
は
東
国
で
し
た
。

東
国
は
、
そ
の
北
方
に
い
た
蝦

夷
の
征
討
に
兵
力
を
割
く
必
要

も
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
、
防
人

の
東
国
か
ら
の
派
遣
が
、
九
州

で
の
現
地
調
達
へ
と
変
化
し
て
い
く
こ

と
に
対
応
し
て
い
る
と
い
う
説
が
あ
り
、

こ
れ
は
き
わ
め
て
説
得
的
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
防

人
制
は
単
に
北
部
九
州
と
い
う
一
地
域

の
兵
制
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
古
代
軍

制
、
ま
た
軍
事
政
策
の
一
環
と
し
て
捉

え
る
べ
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。太

宰
府
市
公
文
書
館
　
重
松
　
敏
彦

～公文書館だより 　～112

さ
き
も
り

え
み

し

て
ん
ぴ
ょ
う
し
ょ
う
ほ
う

つ
く
　
し

お
お
と
も
の
や
か
も
ち

し

げ

ま

つ

と

し

ひ
こ

【バックナンバーはこちら】ページＩＤ７２４１

図書館からのお知らせ

こどものための夏の終わりの演奏会
 －オーケストラがきちゃった－

　本年で24回目を迎える恒例の演奏会です。オーケストラの迫力

のある演奏を体感してみませんか。クラッシックを初めて聞く子ど

もたちでも楽しめます。０歳から入場できます。

日　時　９月２日㈯　午後１時開場・１時30分開演

場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）市民ホール

演　奏　ひまわりオーケストラ（九州大学芸術工学部フィルハーモニー

　　　　 管弦楽団有志）

問い合わせ　

文化学習課　文化学習係（市民図書館）☎（921）4646

※申込不要・入場無料　※来場者多数の場合は入場をお断りすることがあります。

太宰府市役所　代表電話 (921)2121  FAX (921)1601市ホームページアドレス　https://www.city.dazaifu.lg.jp/ 2627 広報だざいふ 2023.8 （令和 5 年）広報だざいふ 2023.8 （令和 5 年）



太
陽
が
赫
く
大
き
く
ゆ
れ
な
が
ら

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
に
い
ま
沈
み
ゆ
く

糟
屋
郡
　
　
仲
道
　
朋
子

水
無
月
の
深
緑
の
中
白
糸
の

滝
は
滔
滔
と
し
ぶ
き
を
あ
げ
る

東
ヶ
丘
　
　
西
木
　
ミ
ヤ
子

伴
走
さ
れ
ゴ
ー
ル
せ
し
一
人
見
と
ど
け
て

再
び
戦
ぐ
水
辺
の
桜大

佐
野
台
　
　
宮
﨑
　
フ
ミ

お
お
ら
か
な
笑
ひ
土
産
に
来
し
友
は

九
輪
草
一
株
持
ち
て
帰
り
ぬ

湯
の
谷
　
　
山
﨑
　
八
重
子

守
宮
の
手
も
み
ぢ
の
や
う
と
言
は
ね
ど
も

指
に
窓
越
し
そ
と
触
れ
て
み
る

五
条
　
　
山
田
　
乃
ぞ
み

人権標語

介
弘
　
紀
子
　
選

日
傘
さ
し
ゐ
て
も
木
陰
を
拾
ひ
行
く

高
雄
台
　
　
川
路
　
泰
子

新
た
な
る
日
々
の
始
ま
り
金
魚
飼
ふ

福
岡
市
　
　
工
藤
　
友
子

傾
け
し
日
傘
に
人
を
避
け
た
き
日

朝
倉
市
　
　
古
賀
　
紀
子

稚
魚
の
群
れ
細
波
起
こ
す
金
魚
池

大
野
城
市
　
　
田
代
　
り
え
子

父
母
の
墓
見
え
て
日
傘
を
た
た
み
け
り

長
浦
台
　
　
徳
賀
　
美
智
子

佐
々
木
　
甘
露
子
　
選

う
つ
し
世
と
常
世
の
狭
間
白
は
ち
す

小
郡
市
　
　
貞
金
　
志
帆

百
六
才
姑
の
お
く
れ
毛
団
扇
風

高
雄
　
　
福
島
　
久
美
子

寝
落
ち
た
る
記
憶
の
母
の
団
扇
風

青
葉
台
　
　
彦
坂
　
正
孚

円
虹
や
思
う
ま
ま
行
く
老
い
の
旅

筑
紫
野
市
　
　
寺
田
　
恵
子

夕
立
や
突
き
刺
さ
る
背
へ
地
図
模
様

筑
紫
野
市
　
　
髙
田
　
幸
子

菅
井
　
久
美
子
　
選

夕
立
や
角
打
ち
客
の
ま
た
一
人

筑
紫
野
市
　
　
名
本
　
剛

上
宮
の
鈴
の
音
清
し
夏
の
山

星
ヶ
丘
　
　
江
里
口
　
幸
生

緑
蔭
に
雨
凌
ぎ
つ
つ
一
と
呼
吸

筑
紫
野
市
　
　
羽
野
　
喜
久
代

わ
が
思
ひ
一
途
な
り
け
り
夏
の
山

青
葉
台
　
　
本
山
　
晴
子

夏
の
山
燃
え
尽
く
す
か
に
夕
日
落
つ

青
葉
台
　
　
平
野
　
香

小
池
　
一
恵
　
選

ス
ケ
ー
ル
の
デ
カ
さ
に
法
螺
が
垣
間
見
え

松
川
　
　
山
根
　
清

雑
学
で
話
の
種
を
拾
う
日
々

春
日
市
　
　
大
塚
　
茂

京
町
屋
う
な
ぎ
の
寝
床
古
き
宿

大
野
城
市
　
　
高
巣
　
富
美
子

天
寿
全
う
弥
陀
に
委
ね
て
ケ
セ
ラ
セ
ラ

観
世
音
寺
　
　
松
浦
　
ち
え

ラ
ブ
レ
タ
ー
挟
ん
だ
ま
ま
の
古
日
記

福
岡
市
　
　
迎
　
あ
ゆ
子

持
永
　
真
理
子
　
選

読
み
返
す
一
書
ほ
と
り
に
夜
の
秋

東
観
世
　
　
中
島
　
祝
乃

漁
火
が
波
に
漂
ふ
夜
の
秋

高
雄
　
　
西
元
　
治
雄

収
穫
の
一
歩
の
不
覚
蜘
蛛
の
囲
に

馬
場
　
　
有
岡
　
和
砂

ス
ー
パ
ー
で
大
量
買
ひ
の
夏
蜜
柑

五
条
　
　
兼
田
　
和
加
子

籠
り
居
を
な
ほ
も
閉
ぢ
込
め
蟬
し
ぐ
れ

大
野
城
市
　
　
北
　
嘉
与
子

水城西小６年　　秋吉　南実さん

世界には
　あなたの味方が
　　　　　きっといる

あきよし　 みな み

韓国の結婚式について皆さんは知っていますか。今回はその中でも結婚式に出

席するときのマナーについてお話ししたいと思います。

韓国の有名人の結婚式があるとき、結婚式出席メンバーや結婚式の規模、花

嫁のドレスなどが話題になりますが、これ以外にまた注目を集めるのが「参列者

ファッション」です。服装のことで話題になる理由は、韓国の結婚式は最後にゲ

スト全員と一緒に記念写真を残すのが慣例だからです。新郎新婦にとっては、一

生残る大事な写真なので、出席者として失礼にならないよう気をつけなければな

りません。それでは、どのような服装がいいでしょう。男性の場合、スーツがベス

トです。女性の場合、白いワンピースは絶対禁物で、なるべく衣装は無難な落ち着

いた色を選ぶのがおすすめです。これは日本と似てますよね。

次はご祝儀の金額です。韓国の一般的な結婚式場の場合200人以上、少し大

きいところは300人以上という最低人数があります。問題は、もしその人数が満た

せない場合、その人数分の食費をすべて負担しなければならないということで

す。そのためその数を満たすために多くの知人を招待します。以前は知人なら５万

ウォン（約５千円）が適切だという意見が多かったのですが、最近は物価の上昇

で食事代だけで５万ウォンを超えるので、参加した場合は最低10万ウォン（約１

万円）を入れた方がいいというのが大半の意見です。

今回は韓国の結婚式マナーについてお伝えしましたが、いかがでしたか。もし

今後韓国の結婚式に参加する機会がありましたら、今回私がお伝えしたマナーを

ぜひ思い出してください。

韓国の結婚式マナー

（筑紫野市）小原流

花材 フォックスフェイス、花トウガラシ、

ソテツ

萩尾　慶子

（応募時）

はぎ お けい こ

国際交流・韓国

太宰府市国際交流員
キムシンヒョン

金辛泫

つ
れ
づ
れ

太
宰
府
短
歌
会

飛
梅
句
会

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

太
宰
府
俳
句
会

宝
満
句
会

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

季
節
の
生
け
花

太
宰
府
市
華
道
連
盟

ス シ

天
野
遠
景
と
大
宰
府

元
暦
２
(
１
１
８
５
)
年
、
源
頼
朝

は
壇
ノ
浦
の
戦
い
に
て
平
氏
を
滅
ぼ

し
、
九
州
の
統
治
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

九
州
は
長
ら
く
平
氏
の
重
要
な
勢
力
基

盤
で
あ
り
、
滅
亡
後
は
頼
朝
と
対
立
し

た
弟
の
義
経
が
、
後
白
河
法
皇
か
ら
九

カ
国
の
地
頭
に
任
ぜ
ら
れ
た
よ
う
で

す
。
頼
朝
率
い
る
鎌
倉
幕
府
に
と
っ
て
、

早
急
に
勢
力
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
頼
朝
の
側
近
天
野

遠
景
が
同
年
の
末
頃
に
九
州
に

派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
天
野

遠
景
に
つ
い
て
は
以
前
に
一
度
、

「
太
宰
府
人
物
志
　
資
料
室
だ
よ

り
」(
広
報
だ
ざ
い
ふ
平
成
25
年

２
月
号
)
で
詳
し
く
紹
介
済
み

で
す
が
、
あ
ら
た
め
て
多
少
の

付
け
加
え
を
し
て
取
り
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

遠
景
は
「
鎮
西
奉
行
人
」「
鎮
西
守

護
人
」
等
と
呼
ば
れ
、
九
州
に
お
け
る

幕
府
の
出
先
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
ま
す
。
そ
の
主
な
任
務
は
頼
朝
の

指
示
を
受
け
て
、
御
家
人(

頼
朝
と
主

従
関
係
を
結
ん
で
い
る
者

)

の
動
員
・

統
率
、
領
地
の
承
認
や
御
家
人
同
士
の

争
い
の
裁
定
、
御
家
人
に
よ
る
荘
園
へ

の
狼
藉
の
取
り
締
ま
り
な
ど
を
実
施
す

る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
職
務
を

果
た
す
た
め
に
、
遠
景
は
既
存
の
行
政
機

関
で
あ
る
大
宰
府
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

ご
存
じ
の
通
り
大
宰
府
は
、
九
州
全

域
の
統
括
と
海
外
と
の
交
渉
の
た
め
に

朝
廷
が
設
置
し
た
地
方
官
庁
で
す
。
関

東
か
ら
や
っ
て
来
た
遠
景
は
、
こ
の
大

宰
府
を
掌
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
地

の
行
政
機
能
を
手
に
入
れ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
で
は
具
体
的
に
は
ど
の

よ
う
に
し
て
掌
握
し
て
い
た
の
か
、
研

究
者
の
間
で
も
意
見
が
分
か
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
こ
で
遠
景
が
出
し
た
文
書

を
見
て
み
る
と
、
頼
朝
が
出
し

た
文
書
を
受
け
て
、
そ
の
内
容

を
遠
景
が
九
州
で
実
行
す
る
際

に
出
し
た
も
の
が
数
点
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
遠
景
が

単
独
で
は
な
く
、
府
官
(
大
宰

府
の
役
人
)
２
人
と
連
名
で
出

し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
つ
ま

り
、
遠
景
は
独
力
で
は
な
く
実
務
能
力

の
あ
る
府
官
た
ち
の
協
力
を
得
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
頼
朝
か
ら
の
命
令
を
実
行

で
き
て
い
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ

の
よ
う
な
方
法
は
、
続
い
て
来
住
す
る

武
藤
氏
(
少
弐
氏
)
に
影
響
を
与
え
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

太
宰
府
市
公
文
書
館
　
大
塚
　
俊
司

～公文書館だより 　～113

げ
ん
り
ゃ
く

だ
ん
　 

の
　
う
ら

へ
い
　
　
し

み
な
も
と
の
よ
り
と
も

よ
し 

つ
ね

か
ま
く
ら

ち
ん 

ぜ
い

ち
ん 

ぜ
い

ぶ 

ぎ
ょ
う
に
ん

ご
　
　
け
　
に
ん

ろ
う
ぜ
き

し
ゅ

ご
　
に
ん

ば
く
　
ふ

ご
　
し
ら
か
わ

ほ
う 
お
う

ふ
　
か
ん

む
　
と
う

し
ょ
う
　
に

お

お

つ
か

し
ゅ
ん
　
じ
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あ
ま
の
と
お
か
げ

プラム・カルコア太宰府（中央公民館）からのお知らせ

まほろば市民大学 受講生募集 問い合わせ　文化学習課　文化学習係（☎921）２１０１
ページID：28908

　まほろば市民大学では、各方面から講師を招き「教養講座」を開講しています。通常は受講生のみ

が対象ですが、本年度は一般の受講生を募集します。

　今回のテーマは「雑学」です。「ポチ袋」の意味は？太宰府の「梅ヶ枝餅」を、「か」や「が」ではなく

「ヶ」って書くのはなぜ？知っていそうで知らない、太宰府で暮らしていても知らないうんちくを楽し

く学びましょう。

開催日時　10月12日㈭午前10時30分～正午

開催場所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）４階多目的ホール

講　　師　毛利清彦さん（武雄市塩見神社宮司／元太宰府天満宮神職）

受 講 料　300円

定　　員　40人

申込期間　９月１日㈮午後１時から定員になり次第締切

申込方法　ホームページの申込フォーム、

　　　　　電話または窓口で氏名・連絡先を伝えてください。

「今さら人に聞けない〇〇な話～太宰府うんちく～」 

一般受講生募集

まほろば市民大学 教養講座

もう　り きよひこ しお　み

太宰府市役所　代表電話 (921)2121  FAX (921)1601市ホームページアドレス　https://www.city.dazaifu.lg.jp/ 2627 広報だざいふ 2023.9 （令和 5 年）広報だざいふ 2023.9 （令和 5 年）



振
り
切
り
て
ホ
ー
ム
ラ
ン
だ
と
わ
か
る
彼

球
を
追
ふ
目
が
瞬
に
喜
と
な
る

春
日
市
　

山
本
　
憲
一

豪
雨
降
る
ほ
ん
の
つ
か
の
間
雨
あ
が
り

ど
こ
に
い
た
の
か
鶯
の
鳴
く

筑
紫
野
市
　

渡
辺
　
保
子

親
の
恩
海
よ
り
深
し
と
学
び
し
に

薄
れ
ゆ
か
む
や
親
子
の
絆

青
山
　

亀
渕
　
咲
子

山
笠
の
オ
イ
サ
オ
イ
サ
の
声
聞
こ
え

バ
ス
か
ら
降
り
て
沿
道
へ
走
る

福
岡
市
　

玉
本
　
朝
子

七
夕
の
短
冊
に
知
る
孫
の
夢

子
犬
飼
い
た
い
、
ア
メ
リ
カ
留
学

青
山
　

礒
村
　
順
一
郎

人権標語

介
弘
　
紀
子
　
選

夕
風
に
乗
り
郷
愁
の
踊
唄

馬
場
　

野
上
　
コ
ト
子

炭
坑
節
聞
け
ば
記
憶
の
踊
り
出
す

観
世
音
寺
　

野
田

杉
子

秋
め
い
て
湖
面
に
砂
金
蒔
く
夕
日

青
葉
台

平
野
　
香

阿
波
踊
見
て
渦
潮
の
鳴
戸
ま
で

朝
倉
市
　

味
酒
　
フ
ジ
子

華
や
い
で
や
が
て
寂
し
く
踊
果
て

青
葉
台
　

本
山
　
晴
子

佐
々
木
　
甘
露
子
　
選

手
を
引
か
れ
声
か
け
ら
れ
し
初
浴
衣

筑
紫
野
市

寺
田

恵
子

ビ
ル
屋
上
夏
空
を
突
く
ク
レ
ー
ン
車

福
岡
市

塩
飽
　
た
か
子

父
母
に
そ
れ
ぞ
れ
の
場
の
午
睡
か
な

福
岡
市

宮
津
　
英
里
子

真
夜
中
の
煮
え
て
る
よ
う
な
夏
の
月

福
岡
市

北
川

朴
洋
子

昼
花
火
煙
途
方
に
暮
れ
て
を
り

青
葉
台

彦
坂
　
正
孚

菅
井
　
久
美
子
　
選

新
涼
の
風
の
ふ
れ
ゆ
く
イ
ヤ
リ
ン
グ

長
浦
台
　

徳
賀

美
智
子

樹
々
の
影
池
に
沈
め
て
秋
涼
し

高
雄
台
　

川
路
　
泰
子

水
引
の
紅
を
奪
ひ
て
夕
日
消
ゆ

大
佐
野
台
　

金
丸
　
恵
子

喧
噪
を
離
れ
秋
月
秋
涼
し

星
ヶ
丘
　

江
里
口
　
幸
生

新
涼
の
日
の
傾
き
の
あ
り
に
け
り

大
野
城
市
　

稲
岡
　
と
み
子

小
池
　
一
恵
　
選

嫁
ぐ
娘
に
み
っ
ち
り
仕
込
む
母
の
味

福
岡
市
　

王
丸
　
真
知
子

政
治
家
の
小
粒
揃
い
に
出
る
吐
息

大
野
城
市
　

野
田

茂
生

面
影
を
母
に
重
ね
て
見
る
鏡

筑
紫
野
市
　

坂
本
　
や
よ
子

メ
ル
カ
リ
へ
元
カ
レ
か
ら
の
イ
ヤ
リ
ン
グ

城
ヶ
丘
　

植
村
　
克
志

レ
ジ
袋
あ
っ
と
い
う
間
に
無
駄
も
買
い

坂
本
　

山
本
　
ち
づ
る

持
永
　
真
理
子
　
選

し
づ
か
な
る
雨
さ
へ
不
安
震
災
忌

星
ヶ
丘
　

柴
田
慧
美
子

穏
や
か
な
朝
の
幸
せ
震
災
忌

馬
場
　

有
岡
　
和
砂

切
り
方
に
哲
学
を
見
る
西
瓜
か
な

小
郡
市
　

宮
原
　
勝
彦

朝
顔
や
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
さ
ら
に
伸
び

連
歌
屋
　

吉
嗣
の
り
子

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
西
瓜
割
り
に
て
締
め
と
な
る

高
雄

西
元
　
治
雄

太宰府東小６年　　近藤　咲絵さん

「やめようよ。」　
その一言が
　　　誰かを救う

こんどう さ　 え

前月号で韓国の結婚式に出席するときのマナーを紹介しましたが、今回はその

続きで「結婚式当日の流れ」を紹介します。

結婚式の会場へ行くと、最初に受付を新郎側と新婦側に分かれて行います。受

付ではご祝儀を渡し、芳名録に自分の名前を書きます。そのときに、食券を必ず

受け取ってください。この食券がないと食事会場に入場できないので、忘れない

ように注意してください。

結婚式が始まるまで時間に余裕があれば、新郎新婦がいる待機室を訪れ、お

祝いの言葉を伝えて、一緒に記念写真を撮るのもいいでしょう。

結婚式開始15分前には着席した方がいいです。座る席は決まってはいません

が、入場方向を向かって左側に新郎側、右側に新婦側の参列者が着席するのが

一般的です。

結婚式は30分程度で終わります。結婚式の後は写真撮影です。新郎新婦、家

族と親戚、最後に友人の写真撮影があるので、その時に参加しましょう。

写真撮影の後、ブーケトスが終わったら食事会場に移動します。このときに、受

付でもらった食券を提示します。ここでは、新婦と新郎が服を着替えて、来てくれ

たお客さんに感謝の言葉を伝えます。ここで最後にもう一度「결혼 축하해(ギョㇽ

ホンチュカヘ)/結婚おめでとう」とお祝いしてください。それから祝宴となりま

す。すべて含めると約２時間です。

韓国の結婚式は日本に比べ参列者も多く、時間も短いので、慌ただしいと感じ

るかもしれません。逆に言うと、軽い気持ちで参加できるのが長所です。もし皆さ

んも参加する機会があれば、気軽に参加してみてはいかがですか。

韓国の結婚式の様子

（青葉台区）新池坊

花材 ススキ、鶏頭、ナツハゼ　ほか

本山　晴子

（応募時）

国際交流・韓国

太宰府市国際交流員
キムシンヒョン

金辛泫

つ
れ
づ
れ

太
宰
府
短
歌
会

飛
梅
句
会

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

太
宰
府
俳
句
会

宝
満
句
会

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

季
節
の
生
け
花

太
宰
府
市
華
道
連
盟

ス シ

天
満
宮
安
楽
寺
と
筑
後
国
水
田
荘

中
世
の
太
宰
府
天
満
宮
は
、
天
満
宮

安
楽
寺
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
天
満

宮
安
楽
寺
は
一
般
的
な
大
寺
社
と
同
じ

く
、
荘
園
領
主
と
し
て
の
性
格
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
安
楽
寺
領
の
荘
園
は
、

太
宰
府
が
位
置
す
る
筑
前
国
に
限
ら

ず
、
北
部
九
州
一
帯
に
点
在
し
て
い
ま

し
た
。

そ
の
中
の
ひ
と
つ
が
、
筑
後
国
水
田

荘
(
現
・
福
岡
県
筑
後
市
)
で
す
。
水

田
荘
は
、
13
世
紀
末
に
は
史
料

上
に
名
前
が
現
れ
ま
す
。
水
田

荘
の
大
き
な
特
徴
は
、
安
楽
寺

の
現
地
に
お
け
る
事
実
上
の

ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
留
守
職
を

代
々
務
め
た
家
の
ひ
と
つ
で
あ

る
大
鳥
居
氏
が
、
水
田
荘
、
中

で
も
南
嶋
村
(
本
村
と
も
)
を

中
核
的
な
所
領
と
し
て
い
た
こ

と
で
す
。
さ
ら
に
、
大
鳥
居
氏

は
南
北
朝
時
代
以
降
、
水
田
荘
内
に
在

住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
鳥
居
氏
と
水
田
荘
の
結
び
つ
き

は
、
き
わ
め
て
強
い
も
の
で
あ
っ
た
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
大
鳥
居
氏
は
、
留
守
職
を

め
ぐ
り
、
大
鳥
居
氏
内
部
や
、
小
鳥
居

氏
な
ど
の
他
の
社
家
と
対
立
を
繰
り
返

し
て
い
ま
し
た
。
水
田
荘
は
、
こ
う
し

た
対
立
の
中
で
頻
繫
に
登
場
し
ま
す
。

14
世
紀
末
、
大
鳥
居
氏
の
祖
で
あ
る
大

鳥
居
信
高
が
亡
く
な
っ
て
以
降
、
信
高

の
息
子
た
ち
の
間
で
、
継
承
者
の
地
位

を
め
ぐ
っ
て
対
立
が
起
こ
っ
て
い
た
こ

と
を
、
徳
永
健
太
郎
氏
が
明
ら
か
に
し

て
い
ま
す
。
最
終
的
に
、
信
高
の
孫
で

あ
る
亀
松
丸
(
後
の
信
栄
)
が
水
田
荘

南
嶋
村
な
ど
の
信
高
遺
領
を
相
続
し
ま

す
が
、
亀
松
丸
を
支
援
し
た
の
は
、
当

時
の
室
町
幕
府
九
州
探
題
・
今
川
了
俊

で
し
た
。
徳
永
氏
の
研
究
に
よ

る
と
、
了
俊
は
、
安
楽
寺
を
統

括
し
て
い
た
京
都
の
菅
原
氏
を

協
力
さ
せ
る
形
で
、
他
の
社
家

を
排
除
し
て
亀
松
丸
を
支
援
し
、

安
楽
寺
へ
の
介
入
を
強
め
た
よ

う
で
す
。

そ
の
過
程
で
、
康
暦
２
(
１

３
８
０
)
年
秋
ご
ろ
に
、
了
俊

が
菅
原
氏
に
対
し
て
、
亀
松
丸

が
水
田
荘
南
嶋
村
の
管
理
権
を
剥
奪
さ

れ
た
こ
と
を
抗
議
し
た
と
み
ら
れ
る
書

状
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、

水
田
荘
の
領
有
が
問
題
に
な
っ
た
こ
と

自
体
が
、
大
鳥
居
氏
に
と
っ
て
の
水
田

荘
の
重
要
性
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。
こ

れ
以
降
、
水
田
荘
と
安
楽
寺
を
め
ぐ
る

情
勢
に
、
武
家
権
力
が
徐
々
に
介
入
を

強
め
て
い
く
の
で
す
。
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て
ん
ま
ん
ぐ
う
あ
ん
ら
く
じ

ち
く
ご
の
く
に
み
ず
た
の
し
ょ
う

まほろば市民大学 教養講座 問い合わせ　文化学習課　文化学習係（☎921）２１０１
ページID：28908

問い合わせ　文書情報課　公文書館（☎921）2322
ページID：29979

　まほろば市民大学では、各方面から講師を招き、「教養講座」を開講しています。通常は受講生のみが対象ですが、本

年度は一般の受講生を募集します。

　今回のテーマは「音楽・文学」です。ドイツ歌曲を中心に演奏やトークを交えて、作曲家や時代背景などを見て聴いて

楽しく学びます。クラシックはよく分からない、音楽にはなじみがない人も気軽に参加できます。

開催日時　11月16日㈭午前10時～11時30分

開催場所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）市民ホール

講　　師　原 尚志さん（福岡教育大学教授／東京二期会会員）

　篠原 友里さん（福岡教育大学講師）

受 講 料　500円

定　　員　100人程度

申込期間　10月２日㈪午後１時から定員になり次第締切

申込方法　ホームページの申込フォーム、電話または窓口で

　氏名・連絡先を伝えてください。

「知れば知るほど楽しい音楽講座～珠玉のドイツ歌曲とピアノ作品を巡って～」 一般受講生募集

　太宰府市公文書館は来年で開館10周年を迎えます。

そのプレイベントとして、パネル展 「“まち” の記憶、“ま

ち” の記録 —公文書館資料展—」 を開催します。

　これまで公文書館で調査 ・ 整

理を行ってきた地域資料のなか

から、 職員が選んだとっておき

の資料を解説とともにわかりや

すく紹介します。

開催日時　すべて開庁時間

①10月３日㈫～11月30日㈭ ②12月２日㈯～24日㈰

③令和６年１月10日㈬～26日㈮　④１月30日㈫～３月29日㈮

開催場所

① ④上下水道事業センター　１階ビジターフロア

②太宰府館２階ギャラリー　③市役所１階市民ギャラリー

※パネル展や展示見学会などのお知らせは公文書館ホームページに随時掲載します。

太宰府市公文書館パネル展を開催します

はら

しのはら ゆ　り

たか し

原 尚志（バリトン）申込フォーム ▶ 篠原 友里（ピアノ）

注意　コンサートではありません。
　市民ホールを利用した「教養講座」です。

曲名紹介

♪白鳥の歌より「セレナーデ」

♪冬の旅より「菩提樹」

♪献呈（ピアノソロ）ほか
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管
公
の
二
十
五
日
祭
の
茅
の
輪
く
ぐ
り
に

左
左
右
と
三
回
渡
る

都
府
楼
南
　
　
猪
俣
　
泰
夫

紅
葉
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
あ
ざ
ら
け
し

苔
む
す
庭
に
九
年
庵
在
り

五
条
　
　
大
穂
　
聡
子

外
つ
国
の
人
は
ノ
イ
ズ
と
言
ふ
ら
し
い

季
の
移
ひ
告
ぐ
る
蝉
声

観
世
音
寺
　
　
大
久
保
　
富
士
子

幾
そ
た
び
父
在
さ
ば
と
恋
ひ
を
り
て

七
十
余
年
は
忽
ち
に
過
ぐ

五
条
　
　
大
藪
　
晶
代

一
年
間
つ
づ
き
て
大
腿
ス
ト
レ
ッ
チ

十
年
の
痺
れ
の
消
ゆ
る
右
足

朱
雀
　
　
黒
木
　
邦
枝

人権標語

介
弘
　
紀
子
　
選

糸
瓜
棚
残
せ
し
ま
ま
の
空
家
か
な

星
ヶ
丘
　
　
江
里
口
　
幸
生

日
当
り
て
芒
野
色
の
生
ま
れ
け
り

大
佐
野
台
　
　
金
丸
　
恵
子

花
芒
風
に
も
つ
れ
て
風
が
解
く

高
雄
台
　
　
川
路
　
泰
子

蜑
路
地
の
低
き
軒
場
や
糸
瓜
棚

福
岡
市
　
　
工
藤
　
友
子

置
い
て
き
し
魂
風
の
芒
原

朝
倉
市
　
　
古
賀
　
紀
子

佐
々
木
　
甘
露
子
　
選

沸
騰
の
地
球
に
生
き
て
法
師
蝉

福
岡
市
　
　
宮
津
　
英
里
子

露
草
の
露
こ
ろ
こ
ろ
と
白
む
そ
ら

福
岡
市
　
　
塩
飽
　
た
か
子

盆
の
月
父
に
句
集
を
届
け
た
り

小
郡
市
　
　
貞
金
　
志
帆

父
母
と
円
卓
囲
む
夕
蜩

福
岡
市
　
　
北
川
　
朴
洋
子

朝
顔
や
九
九
そ
ら
ん
ず
る
路
地
の
声

青
葉
台
　
　
彦
坂
　
正
孚

菅
井
　
久
美
子
　
選

戸
締
り
の
切
戸
重
た
き
夕
月
夜

観
世
音
寺
　
　
野
田
　
杉
子

夕
月
や
そ
ぞ
ろ
歩
き
の
下
駄
の
音

東
ヶ
丘
　
　
竹
家
　
京
子

無
人
駅
一
枝
挿
し
あ
る
女
郎
花

青
葉
台
　
　
本
山
　
晴
子

女
郎
花
阿
蘇
野
は
遠
く
雲
流
る

青
葉
台
　
　
平
野
　
香

草
莽
の
黄
な
る
一
群
お
み
な
へ
し

高
雄
台
　
　
荒
島
　
由
美
子

小
池
　
一
恵
　
選

延
命
は
遠
慮
し
ま
す
と
子
に
伝
え

筑
紫
野
市
　
　
吉
田
　
敬
子

種
あ
り
の
ぶ
ど
う
に
意
地
を
の
せ
て
い
る

都
府
楼
　
　
杉
　
良
子

売
り
急
ぐ
声
に
財
布
も
緩
み
出
す

観
世
音
寺
　
　
河
原
　
明
子

蒔
い
た
種
拾
い
集
め
に
遍
路
旅

星
ヶ
丘
　
　
武
末
　
次
生

雲
行
き
が
怪
し
い
お
茶
を
入
れ
替
え
る

国
分
　
　
岸
本
　
し
ず
え

持
永
　
真
理
子
　
選

秋
晴
や
あ
そ
び
心
の
一
日
旅

東
観
世
　
中
島
　
祝
乃

露
草
に
触
れ
て
や
さ
し
さ
と
り
戻
す

五
条
　
兼
田
　
和
加
子

高
原
の
秋
カ
リ
ヨ
ン
の
昼
告
げ
る

国
分
　
　
松
尾
　
満
子

秋
晴
の
島
に
の
び
ゆ
く
白
き
橋

筑
紫
野
市
　
幸
田
　
は
る
み

秋
晴
や
予
定
な
き
日
の
ス
ニ
ー
カ
ー

水
城
　
　
福
永
　
惠
美

水城小６年　　久我　源士さん

人権キップ　
　だれもが持ってる　
　　幸せキップ

く　が げん と

みなさん、以前コラムで紹介した「わかめスープを食べる日はいつ？」を覚えて

いますか。韓国では誕生日にわかめスープを食べますが、「ワカメは滑るから試験

に滑ることがある」という説があり、試験日にはわかめスープを食べないと説明

しました。今回はその続きで、韓国の試験に関するジンクスを紹介します。

韓国で一番大きな試験といえば、やはり「大学修学能力試験」、修能(수능)で

す。毎年11月の第３木曜日に行われ、本年は11月16日の予定です。なぜか試験の

日になると他の日より急に寒くなることが多く、受験生の緊張した空気が集まっ

たからだとする冗談のような意見もあるほどです。そこからできたジンクスが「修

能寒波(수능한파)：修学能力試験当日またはその近い日になると、とても寒くな

り寒波が訪れる」です。

次は食べ物に関するジンクスです。試験日に食べてはいけないものとして、前に

紹介したわかめスープのほかに、お粥があります。なぜでしょう。その理由は、韓

国では「お粥を炊く」ことが努力したことを台無しにし、失敗した時に使う比ゆ的

表現でもあるからです。逆に試験の前に食べるとよい物には飴(엿)とか、大福

(찹쌀떡)があります。どちらも粘り強い食感が特徴で、「口にくっつくように、大学

にもくっつく」という意味が込められています。

このようなジンクスは大事な試験を控えた受験生たちの不安感と緊張感、そし

て切実さの現れでもあります。しかし、すべてのジンクスがそうであるよう、あまり

にも妄信すると、むしろ体調を崩してしまう場合もあるので、流されないのも大事

ですね。

韓国の試験ジンクス

（高雄区）池坊

花材 ヤシの葉、クシカバラ、ピンクシミョン、

けいとう、野ばら、すぐり

川嵜　純子

（応募時）

かわさき じゅん こ

国際交流・韓国

太宰府市国際交流員
キムシンヒョン

金辛泫

つ
れ
づ
れ

太
宰
府
短
歌
会

飛
梅
句
会

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

太
宰
府
俳
句
会

宝
満
句
会

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

季
節
の
生
け
花

太
宰
府
市
華
道
連
盟

スヌン

スヌンハンパ

ヨッ

チャップサルトック

そ
う 

も
う

みんなの
としょかん●小説　素敵な圧迫（呉勝浩／著）　ちぎれた鎖と光の切れ端（荒木あかね／

著）　からさんの家（小路幸也／著）　神の呪われた子（石田衣良／著）　百鬼

園事件帖（三上延／著）　青春をクビになって（額賀澪／著）　ヨルノヒカリ（畑

野智美／著）　最愛の（上田岳弘／著）　存在のすべてを（塩田武士／著）　二

律背反（本城雅人／著）　黒い糸（染井為人／著）　最後の三角形（ジェフリー・

フォード／著）　リンカーン・ハイウェイ（エイモア・トールズ／著）

●随筆・詩などの文学　教養としての歴史小説（今村翔吾／著）　パパだけど、

ママになりました（谷生俊美／著）　新・地図のない旅２（五木寛之／著）　机の

上の動物園（椎名誠／著）

●その他の本　ちょうどいいわがまま（鎌田實／著）　子ども

と楽しく学ぶ片づけの教科書（清水麻帆、清水幸子／著）　池

上彰の日本現代史集中講義（池上彰／著）　平野レミのマン

ガでわかる料理教室（平野レミ／著）　60歳からの滑舌レッス

ン（赤間裕子／著）　昭和の商店街遺跡、撮り倒した590箇所

（山本有／著）　家で死ぬということ（石川結貴／著）　イエ

ローストーンのオオカミ（リック・マッキンタイア／著）　

としょかんカレンダー

○印の日は、お休みです。
開館時間　午前１０時から午後6時まで

市民図書館

ＴＥＬ （ ９ ２ １） ４６ ４ ６

ＦＡＸ （ ９ ２ １） ４ ８ ９ ６

金曜・土曜（祝日除く・太字の日）は午後７時まで

（　　   ）令和5年9月
貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土令和
5年

11 6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

5

12

19

26

2

9

16

23

30

3

10

17

24

4

11

18

25

中
川
家
文
書
「横
岳
遺
跡
展
観
図
録
」

横
岳
山
崇
福
寺
と
い
え
ば
福
岡
市
博

多
区
に
あ
り
、
福
岡
藩
主
黒
田
家
の
菩

提
寺
と
し
て
有
名
で
す
が
、
も
と
も
と

は
山
号
の
通
り
、
太
宰
府
の
横
岳
に
開

か
れ
た
臨
済
宗
の
寺
院
で
し
た
。
禅
宗

文
化
の
中
心
的
役
割
を
担
い
、
大
い
に

発
展
し
ま
し
た
が
、
天
正
14

(

１
５
８

６) 

年
に
起
こ
っ
た
岩
屋
城
攻
め
で
建

物
の
ほ
と
ん
ど
を
焼
失
し
ま
す
。
そ
の

後
崇
福
寺
は
、
黒
田
長
政
に
よ
っ
て
博

多
の
地
に
再
建
さ
れ
、
横
岳
の

旧
跡
は
「
い
と
閑
寂
な
る
境
区
」

(
貝
原
益
軒
『
筑
前
国
続
風
土

記
』)
と
し
て
、
ひ
っ
そ
り
と
そ

の
存
在
を
保
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
明
治
に
入
り
、
廃
仏
毀

釈
の
煽
り
を
受
け
て
崇
福
寺
は

廃
寺
と
な
り
、
横
岳
の
旧
跡
も

「
故
あ
り
て
他
の
所
有
に
帰
し
開

山
の
墳
墓
さ
へ
荊
棘
の
中
に
埋

も
れ
た
り
」(
「
福
岡
日
日
新
聞
」)
と

荒
廃
の
一
途
を
た
ど
り
ま
す
。
明
治
28

年(

１
８
９
５)

崇
福
寺
に
復
興
の
動
き

が
あ
り
、
横
岳
で
も
若
松
の
資
産
家
杉

山
松
太
郎
が
私
財
を
投
じ
、
地
元
で
は

吉
嗣
拝
山
ら
も
奔
走
し
て
、
旧
跡
地
を

買
い
戻
し
、
崇
福
寺
へ
寄
進
し
た
の
で

し
た
。
明
治
29
年
12
月
５
日
、
崇
福
寺

は
横
岳
の
旧
跡
地
で
「
遺
跡
復
帰
式
」

を
挙
行
し
ま
す
。
記
録
で
は
、
僧
侶
数

十
名
に
よ
る
読
経
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

盛
大
な
式
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
式
の
後

は
、
拝
山
ら
が
発
起
人
と
な
り
、
威
徳

寺(

現
・
光
明
禅
寺)

で
、
崇
福
寺
に
ま
つ

わ
る
古
書
画
の
展
観
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
茶
席
や
酒
肴
の
振
舞
い
な
ど
も
行
わ

れ
、
こ
ち
ら
も
盛
会
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

公
文
書
館
所
蔵
中
川
家
文
書
の
「
横

岳
遺
跡
展
観
図
録
」
は
こ
の
展
観
会
の

図
録
で
す
。
萱
島
秀
山
の
題
字
、
藤
瀬

冠
邨
模
写
の
大
応
国
師
像
、
木

村
耕
巌
の
横
岳
山
略
図
、
守
田

洞
山
・
萱
島
秀
山
に
よ
る
茶
席

図
、
禅
宗
関
係
各
位
か
ら
の
祝

辞
、
吉
嗣
拝
山
も
漢
詩
文
や
書

を
寄
稿
す
る
な
ど
、
横
岳
遺
跡

を
め
ぐ
る
同
好
会
の
会
誌
の
よ

う
で
も
あ
り
、
楽
し
く
も
見
ご

た
え
の
あ
る
１
冊
で
す
。
図
録

を
保
存
し
て
い
た
の
は
太
宰
府

の
医
師
中
川
輗
太
郎
。
彼
の
詩
も「
図
録
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
福
岡
医
学
校

で
学
ん
だ
明
治
の
青
年
医
師
も
、
近
世

以
来
の
医
家
の
出
ら
し
く
、
幼
少
期
か

ら
漢
詩
文
の
薫
陶
を
受
け
て
い
た
の
で

し
ょ
う
、
堂
々
た
る
一
首
を
献
じ
て
い

ま
す
。太

宰
府
市
公
文
書
館
　
荻
野
　
寛
美

～公文書館だより 　～115

お
う 

が
く 

さ
ん

よ
こ 

だ
け

あ
お

お

ぎ 

の

ひ
ろ 

み

【バックナンバーはこちら】ページＩＤ７２４１

「だざいふのとしょかん 令和４年度の報告」 を発行しました。

市民図書館ホームページに掲載しています。

よ
こ
だ
け
　
い 

せ
き 

て
ん
か
ん
　
ず 

ろ
く

け
い
き
ょ
く

か
や 

し
ま

ふ
じ
　
せ

か
ん 

そ
ん

こ
う 

が
ん

ど
う 
ざ
ん

げ
いく

ん 

と
う

し
ゅ
う
ざ
ん
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みんなの
としょかん●小説　葬式同窓会（乾ルカ／著）　悪逆（黒川博行／著）　ハジケテマザレ（金原ひとみ／

著）　列（中村文則／著）　ふしだら・さくら（瀬戸内寂聴／著）　剣、花に殉ず（木下昌輝／著）

　未来地図（小手鞠るい／著）　間の悪いスフレ（近藤史恵／著）　猫弁と狼少女（大山淳子

／著）　蜘蛛の牢より落つるもの（原浩／著）　ミドルノート（朝比奈あすか／著）　少女、女、

ほか（バーナディン・エヴァリスト／著）　書架の探偵、貸出中（ジーン・ウルフ／著）

●随筆・詩などの文学　窓ぎわのトットちゃん続（黒柳徹子／著）　夢ノ町本通り（沢木耕太

郎／著）　なんかいやな感じ（武田砂鉄／著）　ラジオご歓談！爆笑傑作選（みうらじゅん、い

とうせいこう／著）

●その他の本　パンどろぼう　せかいいちかわいいてづくりこもの（柴田ケイコ／原作）　よ

うこそ！富士山測候所へ（長谷川敦／著）　大谷翔平語録（斎藤庸裕／著）　旅は暮らしの深

呼吸（本多さおり／著）　天気に負けないカラダ大全（小林弘幸、小越久

美／著）　逆境路線バス職員日誌（綿貫渉／著） としょかんカレンダー

○印の日は、お休みです。
開館時間　午前１０時から午後6時まで

市民図書館

ＴＥＬ （ ９ ２ １） ４６ ４ ６

ＦＡＸ （ ９ ２ １） ４ ８ ９ ６

金曜・土曜（祝日除く・太字の日）は午後７時まで

（　　   ）令和5年10月
貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土令和
5年

12 4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

3

10

17

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

幕
府
監
察
・
小
林
甚
六
郎
の
太
宰
府
詣
で
と
五
卿

慶
応
元
(
１
８
６
５
)
年
正
月
、
京

都
を
追
わ
れ
た
三
条
実
美
ら
急
進
派
の

公
卿
５
人
が
太
宰
府
へ
や
っ
て
来
ま
す

が
(
五
卿
落
ち
)
、
そ
の
翌
年
、
幕
府

は
太
宰
府
天
満
宮
に
滞
在
中
の
五
卿
を

大
阪
へ
拘
引
す
る
目
的
で
目
付
小
林
甚

六
郎
を
派
遣
し
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は

ち
ょ
う
ど
、
元
治
元
(
１
８
６
４
)
年

の
禁
門
の
変
で
「
朝
敵
」
と
見
做
さ
れ

た
長
州
藩
の
２
回
目
の
追
討
が
行
わ
れ

る
前
後
に
当
た
り
、
別
手
組
ら

警
備
の
者
を
含
め
総
勢
80
人
で

博
多
に
上
陸
し
た
小
林
甚
六
郎

は
、
３
月
末
に
そ
の
内
19
人
を

引
き
連
れ
て
二
日
市
に
入
り

(
「
送
迎
解
釈
紀
事
」「
延
寿
王
院

御
用
日
記
」)
、
し
ば
ら
く
は
そ

こ
で
五
卿
送
還
実
行
の
機
会
を

窺
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

４
月
１
日
、
小
林
甚
六
郎
は

二
日
市
か
ら
太
宰
府
へ
入
り
、
検
校
坊

に
お
い
て
福
岡
・
久
留
米
・
佐
賀
・
熊
本
・

鹿
児
島
五
藩
の
五
卿
警
備
担
当
者
ら
と

面
談
し
ま
す
が
、
想
定
よ
り
遥
か
に
小

林
の
任
務
遂
行
は
難
し
く
、
五
卿
と
の

対
面
す
ら
許
さ
れ
ず
に
天
満
宮
参
詣
だ

け
で
こ
の
日
は
二
日
市
へ
戻
り
ま
し

た
。
そ
の
４
日
後
、
小
林
は
黒
田
清
綱

率
い
る
鹿
児
島
藩
の
兵
児
組
30
人
に
抜

刀
せ
ん
ば
か
り
の
勢
い
で
逗
留
先
に
乗

り
込
ま
れ
、
ま
た
大
砲
３
台
を
曳
い
た

大
山
綱
良
ら
鹿
児
島
の
壮
士
１
０
０
人

に
よ
る
連
日
の
北
谷
で
の
発
砲
と
い
う

威
嚇
に
さ
ら
さ
れ
、
小
林
は
自
身
の
使

命
が
い
か
に
厄
介
な
も
の
か
を
思
い
知

ら
さ
れ
ま
す
(
『
尾
崎
三
良
自
叙
略
伝
』

『
回
天
実
記
』)。
小
林
ら
は
い
っ
た
ん
博

多
に
戻
り
、
福
岡
藩
主
に
よ
る
慰
労
の

饗
応
で
愚
痴
を
こ
ぼ
す
し
か
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
(
「
送
迎
解
釈
紀
事
」)。

小
林
が
よ
う
や
く
五
卿
と
面

会
で
き
た
の
は
８
月
17
日
で
、

６
月
に
始
ま
っ
た
長
州
再
征
が

幕
府
側
の
失
敗
に
終
わ
っ
た
後

の
こ
と
。
小
林
は
五
卿
の
復
官

周
旋
を
約
束
し
た
上
で
臨
み
ま

す
。
朝
９
時
に
二
日
市
を
発
っ

た
小
林
一
行
は
途
中
「
新
町
の

瓦
屋
」
で
休
憩
を
挟
み
、
昼
過

ぎ
頃
太
宰
府
天
満
宮
へ
到
着
、

初
め
て
五
卿
と
の
面
会
を
果
た
し
ま
し

た
(
「
幕
吏
小
林
甚
六
郎
来
宰
日
記
」)。

五
卿
を
正
義
と
見
る
後
の
歴
史
で
は
、

小
林
は
顔
色
を
無
く
し
て
逃
げ
帰
っ
た

悪
役
と
し
て
語
ら
れ
ま
す
が
、
京
阪
方

面
の
情
報
収
集
が
主
な
目
的
と
は
い
え
、

帰
路
、
大
阪
ま
で
の
守
護
を
兼
ね
た
同

行
の
申
し
出
が
五
藩
か
ら
あ
っ
た
の
は

(
「
来
宰
日
記
」)
、
彼
へ
の
同
情
を
含
め

て
の
配
慮
か
と
想
像
し
ま
す
。

太
宰
府
市
公
文
書
館
　
藤
田
　
理
子

～公文書館だより 　～115

さ
ん
じ
ょ
う

べ
っ
　
て

け
ん
ぎ
ょ
う
ぼ
う

く
ろ
　
だ

き
よ 

つ
な

へ
　
　
こ

さ
ね 

と
み

ふ
じ 

た

ま

さ 

こ
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こ
ば
や
し 

じ
ん
ろ
く
ろ
う

お
お
　
や
ま

つ
な
　
よ
し

お
　
ざ
き

さ
ぶ 

ろ
う

24
31

毎年恒例「おはなし会のクリスマス」を開催します

　みんなでお話を聞いたり手遊びをしたりして、一緒に楽しいひと

ときを過ごしましょう。

日　時　12月1６日㈯午後２時～２時４５分

場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）４階多目的ホール

対　象　幼児以上　　内　容　大型絵本、手遊びなど

参加費　無料　※申し込み不要

子どものしかり方

子育て支援課　子育て応援係☎（919）6001

甲斐　詩虎ちゃん13日 山口　聖奈ちゃん8日 山口　澄奈ちゃん8日

おめでとう　さい1
令和4年12月生まれ

誕生日の前々月15日まで、電話または市ホーム
ページで受け付けています。
（例）誕生日が令和５年１月の人は、11月15日までに
　　　応募してください。

ページID：2633

応

募

方

法
経営企画課広聴広報係
☎（９２１）２１２１（内線５１４）

か 　 い やま ぐち やま ぐち

飯田　望蒼ちゃん14日 金崎　怜輔ちゃん27日

いい　だ み　あ かなざき れいすけ

高松　大輝ちゃん28日

たかまつ だい きすみ　なせい　なし　とら

　子育てをしていると「何度しかっても伝わらない」「しかりすぎなのかもしれない」と悩むことも

あるのではないでしょうか。そのような時は、「適切な伝え方」ができているか振り返ってみること

も大切です。今回は上手なしかり方のポイントをお伝えします。

　子どもは何度も繰り返し伝えることで学びます。伝えたい思いから時に「何度も言っているの

に！」と感情的になることもあるかもしれません。大人も言い過ぎたり間違えたりしたら謝るよう

にしましょう。大人の振る舞いを見て、子どもは自分から謝ることを覚えていきます。

●感情的に怒るのではなく、間違いを教える。

　感情的になるとイライラした気持ちをぶつけ「怒る」行為になりがちで

す。怒るのではなく、間違いを教えることを意識しましょう。

●子どもの目を見る。

　別のことをしながら言葉だけでしかるのではなく、子どもに伝わりやすい

よう目を見て表情と言葉で伝えるようにしましょう。

●子どものした行動に目を向ける。

　「○○して悪い子だ」などと人格を否定する言葉ではなく、「○○をやっちゃいけないよ」と間

違った行動に対してしかりましょう。

●理由も一緒に伝える。

　子どもが理解できるよう短い言葉で「だめ」「こら！」と言っても、どうしてほしいのか伝わり

ません。危険を知らせるには「だめ！」「危ない！」だけでなく、「○○する

と危ないよ」と理由も伝えてあげてください。

●しかった後の時間も大切にする。

　しかった後はそのままにせず、子どもの気持ちが落ち着いたら「あなたの

ことが大好きよ」という気持ちで抱きしめてあげてください。

親子でふれあい遊びや体を動かして楽しい時間を過ごしましょう。

日 時

場 所

対象者

定 員

持ちもの

12月17日㈰午前10時～11時30分

プラム・カルコア太宰府（中央公民館）多目的ホール

０～６歳（就学前）の子どもとその保護者

15組

お茶・タオルなど

申込期間

申込方法

問い合わせ

11月17日㈮午前９時～

12月13日㈬午後５時まで

電話・メール・窓口

子育て支援課 子育て応援係☎（９１９）６００１

　　kosodate@city.dazaifu.lg.jp

親子であそぼう会開催

太宰府市役所　代表電話 (921)2121  FAX (921)1601市ホームページアドレス　https://www.city.dazaifu.lg.jp/ 2627 広報だざいふ 2023.12 （令和 5 年）広報だざいふ 2023.12 （令和 5 年）



みんなの
としょかん●小説　カーテンコール（筒井康隆／著）　肉を脱ぐ（李琴峰／著）　天神参り（山本一力／

著）　福音列車（川越宗一／著）　アンと幸福（坂木司／著）　黒い絵（原田マハ／著）　椿ノ恋

文（小川糸／著）　野火、奔る（あさのあつこ／著）　砂時計（香納諒一／著）　トゥデイズ（長

嶋有／著）　マリスアングル（誉田哲也／著）　私労働小説（ブレイディみかこ／著）　夢幻

（曾野綾子／著）　侵略日記（アンドレイ・クルコフ／著）　人類の深奥に秘められた記憶（モ

アメド・ムブガル・サール／著）

●随筆・詩などの文学　おいしいふ～せん（角野栄子／著）　記憶の歳時記（村山由佳／著）

　アボカドの種（俵万智／著）　恋できみが死なない理由（最果タヒ／著）　エッセイストのよ

うに生きる（松浦弥太郎／著）

●その他の本　50代からの大人ひとり旅（地曵いく子／著）　こどものあそびぎ（玉井健太

郎、玉井瑤子／著）　腰痛は、タイプ別ちょこっと運動で治す!（金岡恒治

／監修）　保育園一年生（てぃ先生／監修ほか）　あのとき売った本、売れ

た本（小出和代／著）
としょかんカレンダー

○印の日は、お休みです。
開館時間　午前１０時から午後6時まで

市民図書館

ＴＥＬ （ ９ ２ １） ４６ ４ ６

ＦＡＸ （ ９ ２ １） ４ ８ ９ ６

金曜・土曜（祝日除く・太字の日）は午後７時まで

（　　   ）令和5年11月
貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土令和
6年

1
1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

7

14

21

28

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

古
代
大
宰
府
の
所
司

こ
こ
に
い
う
所
司
を
、
私
は
「
大
宰

府
部
内
に
そ
れ
ぞ
れ
の
庶
務
を
担
う
べ

く
形
成
さ
れ
た
分
課
的
な
部
署
」
と
定

義
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
が
〇
〇
司
、

△
△
所
な
ど
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
た

の
で
す
。
た
と
え
て
い
え
ば
市
役
所
の

中
の
総
務
課
、
税
務
課
、
財
政
課
な
ど

の
よ
う
な
も
の
、
と
い
え
ば
わ
か
り
や

す
い
で
し
ょ
う
か
。
史
料
上
で
は
、
主

神
司
、
防
人
司
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て

26
の
所
司
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

私
は
、
昨
年
３
月
に
刊
行
さ

れ
た
機
関
誌
『
太
宰
府
市
公
文

書
館
紀
要―

年
報
太
宰
府
学
』

第
17
号
に
「
大
宰
府
所
司
の
形

成
過
程
と
そ
の
運
営
体
制
」
と

い
う
論
文
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
そ
の
論
文
で
考
え
た

こ
と
を
も
と
に
、
少
し
述
べ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
は
、
そ
れ
ら
の
所

司
の
成
り
立
ち
を
(
Ａ
)
四
等
官
系
、

(
Ｂ
)
品
官
系
、(
Ｃ
)
大
宰
府
機
能
・

職
掌
分
掌
系
の
３
つ
に
わ
け
て
考
え
て

み
た
こ
と
で
す
。(
Ａ
)
は
大
宰
帥
以

下
の
四
等
官
に
直
接
つ
な
が
る
と
み
ら

れ
る
所
司
で
、
政
所
、
公
文
所
、
大
帳

所
の
３
所
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
ま
た

(
Ｂ
)
は
、
養
老
職
員
令
大
宰
府
条
に

規
定
さ
れ
た
品
官
を
母
体
と
す
る
も
の
、

(
Ｃ
)
は
同
じ
く
大
宰
府
条
に
規
定
さ
れ

た
大
宰
帥
や
品
官
の
も
つ
職
務
内
容
の

一
部
を
継
承
す
る
形
で
で
き
た
所
司
と

考
え
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
そ
れ
ら

の
成
り
立
ち
を
基
礎
に
し
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
そ
れ
ぞ
れ
の
所
司
の
運
営
体
制
の
あ

り
方
に
も
ふ
み
こ
ん
で
み
た
こ
と
で
す
。

一
般
に
、
こ
う
し
た
所
司
の
運

営
に
は
、
大
宰
監
・
典
と
い
っ

た
四
等
官
の
う
ち
の
第
三
等
官
・

第
四
等
官
が
関
わ
っ
て
い
た
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
と
に

(
Ｂ
)
の
所
司
と
(
Ｃ
)
の
そ
れ

と
で
は
そ
の
関
わ
り
方
が
相
違

す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え

て
み
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
検

討
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、

古
代
大
宰
府
の
姿
を
少
し
ず
つ
明
ら
か

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
読
ん
で
関
心
を
も
っ
た
人
に

は
、機
関
誌
(
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
)

を
手
に
取
っ
て
一
読
し
て
も
ら
え
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

太
宰
府
市
公
文
書
館
　
重
松
　
敏
彦
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し
げ
ま
つ

と
し
ひ
こ

し
ょ 

し

【バックナンバーはこちら】ページＩＤ７２４１

李琴峰／著
『肉を脱ぐ』
筑摩書房

筒井康隆／著
『カーテンコール』

新潮社刊

角野栄子／著
『おいしいふ～せん』

NHK出版

「手づかみ食べの大切さ」

子育て支援課　子育て応援係☎（919）6001

橋村　光莉ちゃん8日 平間　柚羽ちゃん0日 日髙　葵晴ちゃん12日

おめでとう　さい1
令和5年1月生まれ

誕生日の前々月15日まで、電話または市ホーム
ページで受け付けています。
（例）誕生日が令和５年２月の人は、12月15日までに
　　　応募してください。

ページID：2633

応

募

方

法
経営企画課広聴広報係
☎（９２１）２１２１（内線５１４）

はしむら へい　ま ひ　だか

枡田 琥太朗ちゃん15日 久間　柊李ちゃん10日

ます　だ  こ　 た　 ろう く　 ま とお り

藤本　樹ちゃん31日

ふじもと いつき あお　ば ゆず　はひ か り

　離乳食後期(９カ月～11カ月頃)になると、赤ちゃんは自分で食べ物をつかんで口へ運ぶように

なります。「手づかみ食べ」の動きは脳の発達にもいい影響があるといわれています。今回はその

大切さをお伝えします。

　まず、目で食べ物を認識し、手でつかんで感触を感じます。次に口に運ぶことで、自分の口の位

置やどのくらいの量が入るかを学習します。この一連の動きで身体のさまざまな部位を動かして、

脳の広範囲を刺激するといわれています。

　お座りが安定し、一定の時間座ることができる、また、手でしっかりつかむことができるように

なったら手づかみ食べを始めましょう。はじめは上手くつかめなくて、口に入れることが難しいこ

ともあると思いますが、一緒に食べる人が食べる姿を見せるなどして繰り返すうちに上手になっ

ていきますので、温かく見守ってあげてください。

手づかみ食べ練習のポイント

・片付けやすいように、机の下に新聞紙やレジャーシートなどを敷く。

・汚れてもいい服装または、エプロンを使用する。スモック型がおすすめです。

・はじめのうちは、手づかみ食べ用と食べさせる用の食材を用意しておく。

・食材の大きさは、つかみやすいサイコロ状やスティック状のもの。

　おにぎりは一口サイズのものから始めていきましょう。

ホームページ

ホームページ

開 催 日 時

開 催 場 所

対  象  者

定 員

持ってくるもの

申 込 期 間

申 込 方 法

問い合わせ

２月９日㈮午前10時～11時30分

プラム・カルコア太宰府（中央公民館）多目的ホール

０～６歳（就学前）の子どもとその保護者

15組

お茶・タオルなど

１月９日㈫午前９時～２月６日㈫午後５時

電話・メール・窓口

子育て支援課　子育て応援係☎（９１９）６００１

　　kosodate@city.dazaifu.lg.jp

親子であそぼう会開催 親子でふれあい遊びや体を動かす遊びをして楽しい時間を過ごしましょう。

太宰府市役所　代表電話 (921)2121  FAX (921)1601市ホームページアドレス　https://www.city.dazaifu.lg.jp/ 2223 広報だざいふ 2024.1 （令和 6 年）広報だざいふ 2024.1 （令和 6 年）



プラム・カルコア太宰府（中央公民館）からのお知らせ

bunka-g@city.dazaifu.lg.jp

問い合わせ　 文化学習課　文化学習係　☎（９２１）２１０１　　（285）2631

ページＩＤ：２６５５８アロマ講座　受講生募集
日　時　３月14日㈭　「ミニアロマディフューザー作り（玄関の運気アップアロマ）」

　　　　　　21日㈭　「アロマミスト作り（みんな大好き金運アロマ）」の全２回、両日午後１時半～３時半

場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）　　定　員　15人（多数は抽選）

参加費　2,000円（材料費含む）　　講　師　金丸 貴和先生　　応募締切　２月16日㈮必着

応募方法　①往復はがきに住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を記入し、

　　　　　　〒818-0101太宰府市観世音寺1-3-1

　　　　　　　太宰府市文化学習課

　　　　　　　「アロマ講座　受講希望係」宛て

　　　　　②応募フォーム

か な ま る き 　 わ

ページＩＤ：32546素敵な音を響かせよう！　市民ホールで演奏体験会開催
　市民ホールの舞台で、フルコンサートピアノを弾いてみませんか。個人練習や持参の楽器との演奏、

小さなピアノ発表会、動画撮影など使い方はいろいろ。詳細はホームページへ。

日　時　３月30日㈯午前10時～正午／午後１時～８時

場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）市民ホール

料　金　１区分50分　【４人まで】2,000円　【５～10人】4,000円

申込方法　プラム・カルコア太宰府２階窓口に申込書を提出または電話

申込開始　２月６日㈫　【窓口】午前10時～　【電話】午後１時～

　　　　　　※先着順・定員になり次第締切。窓口受付で定員に達した場合は、電話受付なし。

ページＩＤ：32743人権まつりだざいふ2024　「人権が、かがやくみらいへ」開催
あたたかい人の輪が広がることを願い、ともに人権について考えましょう。

日　時　２月25日（日）午前９時半～午後１時　　会　場　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）

内　容　市民ホール　人権バンド「願児我楽夢」による演奏と講話、水城西小・太宰府西小学校、

　　　　　　　　　　太宰府西中学校の児童・生徒による人権ステージ発表

　　　　展示・物販・体験コーナー　市内小・中学校、保育所・園、参加団体の人権学習や活動紹介、物販、

　　　　　　　　　　　　　　　  車いすに乗ってのボッチャ体験や人権ぬり絵など

問い合わせ　社会教育課　教務係 ☎（921）2121（内線451）

FAX

が ん 　 じ 　  が 　  ら  　 め

ひ　　と

ページＩＤ：32123市民の森について考えよう！ 親子木工体験教室開催
日　時　２月17日㈯午前９時15分～正午　「市民の森の散策と薪割り、丸太切り体験」

　　　　３月９日㈯午前９時15分～正午 「樹木名札などの制作」

　　　　３月16日㈯午前９時15分～午後２時（軽食あり） 「森の手入れ、木工体験」の全３回

　　　　※予備日２月23日（金・祝）、３月20日（水・祝）

場　所　太宰府市民の森

定　員　15組程　　参加料　無料　　申込方法　２月５日㈪～13日㈫にホームページ申込フォームから

問い合わせ　産業振興課　商工・農政係 ☎（921）2121（内線438）

　

応募フォーム

みんなの
としょかん●小説　絡新婦の糸（中山七里／著）　自分以外全員他人（西村亨／著）　FICTION（山下澄

人／著）　商い同心 人情そろばん御用帖（梶よう子／著）　戦国武将伝 西日本編・東日本編

（今村翔吾／著）　タスキ彼方（額賀澪／著）　続きと始まり（柴崎友香／著）　パッキパキ北

京（綿矢りさ／著）　桃太郎のユーウツ(玄侑宗久／著）　令和ブルガリアヨーグルト（宮木あ

や子／著） ああ、ウィリアム！（エリザベス・ストラウト／著）　傷を抱えて闇を走れ（イーラ

イ・クレイナー／著）　

●随筆・詩などの文学　その世とこの世（谷川俊太郎、ブレイディみかこ／著）　水歌通信(く

どうれいん、東直子／著)　入門山頭火（町田康／著）　文学が裁く戦争（金ヨンロン／著）

●その他の本　路上のセンス・オブ・ワンダーと遙かなるそこらへんの旅(宮田珠己／著)　

香りのチカラ（平野奈緒美／著）　じつは伝わっていない日本語大図鑑（山口謠司／監修）　

すぐできる自力整体（矢上真理恵／著）　万能な副菜292（倉橋利江／著）

としょかんカレンダー

○印の日は、お休みです。
開館時間　午前１０時から午後6時まで

市民図書館

ＴＥＬ （ ９ ２ １） ４６ ４ ６

ＦＡＸ （ ９ ２ １） ４ ８ ９ ６

金曜・土曜（祝日除く・太字の日）は午後７時まで

（　　   ）令和５年12月
貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土令和
6年

2 5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

4

11

18

25

1

8

15

22

29

2

9

16

23

3

10

17

24

天
野
遠
景
の
解
任

本
紙
の
昨
年
９
月
号
で
紹
介
し
た
通

り
、
天
野
遠
景
は
源
頼
朝
に
よ
っ
て
九

州
に
派
遣
さ
れ
、「
鎮
西
奉
行
人
」
な

ど
と
呼
ば
れ
、
頼
朝
の
命
令
を
現
地
で

実
行
す
る
出
先
機
関
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
た
め

に
実
務
能
力
の
あ
る
大
宰
府
の
役
人
の

協
力
を
得
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
続

い
て
、
遠
景
が
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の

か
を
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
末
か
ら
言
う
と
、
遠
景
は

建
久
５
(
１
１
９
４
)
年
頃
ま

で
に
解
任
さ
れ
、
関
東
に
帰
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
間
に

ど
ん
な
こ
と
が
起
き
て
い
た
の

か
、
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

文
治
２
(
１
１
８
６
)
年
の

６
月
、
遠
景
は
筑
後
国
瀬
高
庄

(

現
み
や
ま
市
・
柳
川
市)

に
非

法
を
働
き
年
貢
を
差
し
押
さ
え

た
と
し
て
、
領
主
の
徳
大
寺
実
定
か
ら

鎌
倉
幕
府
に
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
頼
朝
は
、
速
や
か
に
止
め
る
よ

う
指
示
し
て
い
ま
す
。

文
治
３
(
１
１
８
７
)
年
の
９
月
に

は
、
遠
景
が
無
実
の
罪
を
言
い
立
て
て

島
津
庄(

現
鹿
児
島
県
~
宮
崎
県)

に

使
者
を
送
り
込
ん
だ
と
幕
府
に
訴
え
ら

れ
て
お
り
、
頼
朝
は
今
後
遠
景
の
使
者

が
島
津
庄
に
入
部
す
る
こ
と
を
禁
止
し

ま
し
た
。
ま
た
そ
の
前
後
と
見
ら
れ
る

５
月
に
、
島
津
庄
に
漂
着
し
た
唐
船
と

そ
の
積
荷
を
大
宰
府
の
役
人
が
強
引
に

奪
う
事
件
が
起
き
、
領
主
の
近
衛
家
が

幕
府
に
訴
え
て
い
ま
す
。
頼
朝
は
遠
景

に
元
に
戻
す
よ
う
指
示
し
て
お
り
、
恐

ら
く
遠
景
も
こ
の
件
に
関
わ
っ
て
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

続
い
て
遠
景
が
九
州
を
去
っ
た
後
の

嘉
禄
元
(
１
２
２
５
)
年
12
月
に
は
、

か
つ
て
遠
景
が
宇
佐
宮
(
現
大

分
県
宇
佐
市
)
造
営
費
捻
出
の

た
め
の
税
を
九
州
管
内
の
庄
園

や
寺
社
に
対
し
、
新
た
に
均
一

に
賦
課
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
以
前
は
免

除
さ
れ
て
い
た
宗
像
社
(
現
宗

像
市
)
は
、
そ
の
領
主
で
あ
る

八
条
院
(
鳥
羽
天
皇
の
皇
女
)

が
天
皇
に
訴
え
て
、
あ
ら
た
め

て
免
除
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
遠
景
は
、
庄
園
領
主
で

あ
る
京
都
の
貴
族
た
ち
と
何
度
も
衝
突

し
、
幕
府
に
訴
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
遠
景
の
施
政
に
対
し
貴
族
ら
が

激
し
く
抵
抗
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
遠

景
解
任
の
原
因
の
一
つ
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

太
宰
府
市
公
文
書
館
　
大
塚
　
俊
司
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お
お
つ
か

よ
り
と
も

ち
ん
　
ぜ
い
　
ぶ
　
ぎ
ょ
う
に
ん

ひ
ょ
う
ち
ゃ
く

と
う 

せ
ん

こ
の
　
え
　 

け

う
　
　
さ
　
ぐ
う

む
な 

か
た 

し
ゃ

は
ち 

じ
ょ
う
い
ん

と
　
　
ば
　
て
ん
の
う

こ
う 

じ
ょ

か
　
ろ
く

け
ん
き
ゅ
う

ぶ
ん
　 

じ

ち
く
　
ご
　 

く
に
　
せ
た
か
の
し
ょ
う

と
く 

だ
い
　
じ

し
ま
づ
の
し
ょ
う

さ
ね 

さ
だ

み
な
も
と
の

し
ゅ
ん
じ

あ
ま 

の 

と
お
か
げ

【バックナンバーはこちら】ページＩＤ７２４１

西村亨／著
『自分以外全員他人』

筑摩書房

宮田珠己／著
『路上のセンス・オブ・ワンダーと

遙かなるそこらへんの旅』
亜紀書房

中山七里／著
『絡新婦の糸』

新潮社刊

ホームページ

太宰府市役所　代表電話 (921)2121  FAX (921)1601市ホームページアドレス　https://www.city.dazaifu.lg.jp/ 2021 広報だざいふ 2024.2 （令和 6 年）広報だざいふ 2024.2 （令和 6 年）



き 　 わ

みんなの
としょかん●小説　わたしはわたしで(東山彰良／著)　 墓じまいラプソディ（垣谷美雨／著）　余白の迷

路（赤川次郎／著）　父がしたこと（青山文平／著）　小説ゴルフ人間図鑑（江上剛／著）　猿田

彦の怨霊（高田崇史／著）　ブレイク（真山仁／著）　森林通信(伊藤比呂美／著）　互換性の

王子（雫井脩介／著）　人間標本(湊かなえ／著）　予幻（大沢在昌／著） 楽園（アブドゥルラ

ザク・グルナ／著）　マーリ・アルメイダの七つの月　上・下（シェハン・カルナティラカ／著）

●随筆・詩などの文学　句集　眠れる山（緒方ふさゑ／著）　ことばの魔法(田丸雅智／著)　

東京のど真ん中で、生活保護JKだった話（五十嵐タネコ／著）　BLANK　PAGE（内田也哉子

／著）

●その他の本　くらべて、けみして（こいしゆうか／著）　原嶋早苗のモルタルデコとワイヤー

雑貨(原嶋早苗／著)　 シニアごはん（本多京子／著）　即効！手指ほぐし(松岡佳余子／著)　

出来事と文化が同時にわかる平安時代（伊藤賀一／監修）　中村哲という希

望（佐高信、高世仁／著） としょかんカレンダー

○印の日は、お休みです。
開館時間　午前１０時から午後6時まで

市民図書館

ＴＥＬ （ ９ ２ １） ４６ ４ ６

ＦＡＸ （ ９ ２ １） ４ ８ ９ ６

金曜・土曜（祝日除く・太字の日）は午後７時まで

（　　   ）令和６年１月
貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土令和
6年

3 4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

3

10

17

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

筑
後
国
の
太
宰
府
天
満
宮
領
と
菊
池
氏

本
紙
昨
年
10
月
号
で
は
、
南
北
朝
時

代
の
天
満
宮
留
守
職
(
天
満
宮
の
現
地

で
の
ト
ッ
プ
)
大
鳥
居
氏
と
今
川
了
俊

の
関
係
を
紹
介
し
ま
し
た
。
続
い
て
今

回
は
、
室
町
時
代
の
大
鳥
居
氏
と
、
肥

後
国
(
現
・
熊
本
県
)・
筑
後
国
(
現
・

福
岡
県
南
部
)
の
守
護
(
国
ご
と
の
統

治
担
当
者
)
を
務
め
た
菊
池
氏
と
の
関

係
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
近
年
、
菊

池
氏
は
肥
後
北
部
と
筑
後
南
部
に
ま
た

が
る
守
護
と
し
て
再
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。
天
満
宮
関
連
の
中

世
文
書
か
ら
は
、
筑
後
国
の
天

満
宮
領
を
舞
台
と
し
た
、
菊
池

氏
と
大
鳥
居
氏
の
関
係
を
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

は
じ
め
て
菊
池
氏
が
筑
後
国

の
天
満
宮
領
に
関
与
す
る
の
は
、

応
永
３
(
１
３
９
６
)
年
で
す
。
こ
の

時
は
菊
池
武
朝
が
、
水
田
荘
(
現
・
筑

後
市
水
田
)
・
長
田
荘
(
現
筑
後
市
北

長
田
・
み
や
ま
市
瀬
高
町
長
田
)
に
お

け
る
違
乱
(
秩
序
を
乱
す
行
為
)
を
停

止
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

同
６
(
１
３
９
９
)
年
に
も
、
武
朝
が

長
田
荘
・
忠
見
別
符
(
現
・
八
女
市
忠

見
)
・
吉
田
荘
(
現
・
八
女
市
吉
田
)

の
違
乱
を
停
止
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い

ま
す
。
当
時
、
菊
池
氏
は
筑
後
国
内
に

お
い
て
、
新
た
に
九
州
探
題
(
室
町
幕

府
の
九
州
統
括
担
当
者
)
と
な
っ
た
渋

川
氏
を
相
手
に
戦
闘
状
態
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
右
に
挙
げ
た
武
朝
の
命
令
は
、

そ
う
し
た
混
乱
に
対
応
し
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
の
時
点
で
菊
池
氏
が
正

式
な
筑
後
守
護
で
あ
っ
た
と
断
定
で
き

る
材
料
は
な
い
も
の
の
、
菊
池
氏
と
天

満
宮
と
の
関
係
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
50
年
ほ
ど
後
の

文
安
年
間
(
１
４
４
４
~
４
９

年
)
に
は
、
も
と
も
と
大
鳥
居

氏
の
領
地
で
あ
っ
た
筑
後
国
山

門
郡
得
飯
荘
(
現
・
み
や
ま
市

高
田
町
飯
江
)
の
一
部
が
、
菊

池
氏
の
有
力
家
臣
で
あ
っ
た
阿

佐
古
氏
の
領
地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
頃
に
は
、
菊
池
氏
の
筑
後
へ
の
影

響
力
と
、
大
鳥
居
氏
や
天
満
宮
と
の
関

係
が
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
た
と
推
定
で

き
る
で
し
ょ
う
。
一
見
す
る
と
太
宰
府

と
関
係
な
い
よ
う
に
見
え
る
室
町
時
代

の
菊
池
氏
で
す
が
、
荘
園
を
通
じ
て
、

太
宰
府
と
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
す
。

太
宰
府
市
公
文
書
館
　
兒
玉
　
良
平
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こ
　
だ
ま

お
お 

と
り
　
い
　
　
し

い
ま
が
わ
り
ょ
う
し
ゅ
ん

ひ

ご
の
く
に

し
ぶ

 

か
わ
　
し

ぶ
ん 

あ
ん

や
ま

　 

と
　 

ぐ
ん
　 

え 

　  

は
の
し
ょ
う

あ

　 

さ
　
　
ご

き
く
　
ち

な
が 

た
の
し
ょ
う

い
　
ら
ん

み
ず
た
の
し
ょ
う

た
け 

と
も

た
だ
　
み
　
　
べ
っ
　
ぷ

よ
し 

だ
の
し
ょ
う

き
ゅ
う
し
ゅ
う
た
ん
だ
い

る
　 

す
　
し
き

り
ょ
う
へ
い

だ 

ざ
い 

ふ 

て
ん
ま
ん
ぐ
う

き
く 

ち
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原嶋早苗／著
『原嶋早苗のモルタルデコと

ワイヤー雑貨』
主婦と生活社

東山彰良／著
『わたしはわたしで』
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昨
年
は
、
世
界
大
戦
の
反
省
を
受
け
て

設
立
さ
れ
た
国
際
連
合
が
「
す
べ
て
の
人

間
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ

り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平

等
で
あ
る
」
と
掲
げ
た
世
界
人
権
宣
言
が

出
さ
れ
て
75
年
の
節
目
の
年
で
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
一
昨
年
に
始
ま
っ
た
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
武
力
侵
攻
は

と
ど
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

昨
年
10
月
に
は
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ガ
ザ
地
区

を
支
配
し
て
い
た
ハ
マ
ス
に
よ
る
イ
ス
ラ

エ
ル
へ
の
攻
撃
に
よ
り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・

イ
ス
ラ
エ
ル
戦
争
が
勃
発
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
国
際
連
合
を
中
心
に
国
際

的
な
調
和
が
働
き
、
せ
め
ぎ
あ
い
が
何
度

も
起
こ
っ
て
い
て
も
、
安
定
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
回
の
２
つ
の
戦
争
は
多

く
の
民
間
人
を
巻
き
込
み
長
期
化
し
て
い

ま
す
。

　
国
内
で
は
、
昨
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
移
行
し
、
少

し
ず
つ
社
会
経
済
活
動
が
以
前
の
よ
う
に

戻
り
つ
つ
あ
る
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
３

年
間
で
経
済
格
差
や
社
会
的
な
孤
独
・
孤

立
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
経
済

立
て
直
し
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
給
付

制
度
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
戦
争
や

異
常
気
象
に
よ
る
資
源
不
足
な
ど
に
伴
う

物
価
高
に
よ
り
、
格
差
は
広
が
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
の
居
場
所

を
求
め
て
、「
ト
ー
横
(
東
京
の
新
宿
の

Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
横
)
」
や
「
グ
リ
下
(
大

阪
の
グ
リ
コ
サ
イ
ン
の
下
)
」、「
警
固
界

隈
(
福
岡
の
警
固
公
園
周
辺
)
」
な
ど
の

場
所
に
仲
間
を
求
め
て
集
い
な
が
ら
、
リ

ス
ト
カ
ッ
ト
や
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
と
い
っ

た
自
ら
を
否
定
す
る
行
動
を
し
て
い
る
こ

と
が
社
会
問
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
社
会
的
に
弱
い

状
況
に
い
る
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
横
断

的
か
つ
継
続
的
に
行
政
施
策
が
取
り
組
め

る
よ
う
、
国
は
こ
ど
も
家
庭
庁
を
設
置
し

ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
こ
ど
も
施
策
を
社

会
全
体
で
総
合
的
・
包
括
的
に
推
進
し
て

い
く
た
め
、
昨
年
４
月
に
こ
ど
も
基
本
法

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ど
も
基
本
法
の
６
つ
の
大
切
な
考
え
方

①
す
べ
て
の
こ
ど
も
は
大
切
に
さ
れ
、
基

本
的
人
権
が
守
ら
れ
、
差
別
さ
れ
な
い

こ
と
。

②
す
べ
て
の
こ
ど
も
は
、
大
事
に
育
て
ら

れ
、
生
活
が
守
ら
れ
、
愛
さ
れ
、
保
護

さ
れ
る
権
利
が
守
ら
れ
、
平
等
に
教
育

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
。

③
年
齢
や
発
達
の
程
度
に
よ
り
、
自
分
に

直
接
関
係
す
る
こ
と
に
意
見
を
言
え
た

り
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
参
加

で
き
る
こ
と
。

④
す
べ
て
の
こ
ど
も
は
年
齢
や
発
達
の
程
度

に
応
じ
て
、
意
見
が
尊
重
さ
れ
、
こ
ど
も

の
今
と
こ
れ
か
ら
に
と
っ
て
最
も
よ
い
こ

と
が
優
先
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

⑤
子
育
て
は
家
庭
を
基
本
と
し
な
が
ら
、

そ
の
サ
ポ
ー
ト
が
十
分
に
行
わ
れ
、
家

庭
で
育
つ
の
が
難
し
い
こ
ど
も
も
、
家

庭
と
同
様
の
環
境
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
。

⑥
家
庭
や
子
育
て
に
夢
を
持
ち
、
喜
び
を

感
じ
ら
れ
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
。

　
こ
の
よ
う
な
法
的
な
制
度
を
知
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
然
災
害
や
事
故

な
ど
非
常
時
に
厳
し
い
立
場
に
追
い
や
ら

れ
て
し
ま
う
、
子
ど
も
や
女
性
、
障
が
い

者
、
高
齢
者
、
外
国
籍
の
人
な
ど
の
社
会

的
弱
者
の
存
在
に
気
づ
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
常
に
問
題
な
ど
に
つ
い
て
「
他
人
事
」

で
は
な
く
「
自
分
事
」
と
し
て
考
え
、
寄

り
添
う
気
持
ち
を
持
ち
、
行
動
す
る
こ
と

が
「
人
権
」
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

２
０
２
３
年
を
振
り
返
っ
て
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プラム・カルコア太宰府（中央公民館）からのお知らせ

bunka-g@city.dazaifu.lg.jp

問い合わせ　 文化学習課　文化学習係　☎（９２１）２１０１　　（285）2631FAX

ページＩＤ：31885

プラム・カルコア太宰府　【ホワイエLIVE】－Vol.３－開催

日　時　４月18日㈭午後０時半～20分程度

場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）

　　　　２階ホワイエ

曲　目　蘇州夜曲、イパネマの娘、東京ブギウギほか

※出演希望者募集中。詳しくは文化学習課へ。

出演者　平戸伊都子出演者　平戸伊都子

　市民ホール入口前のロビーを利用したさまざまなジャンルの簡易的ライブを

開催します。今回は「歌とピアニカ」をお楽しみください。
ひ ら 　 ど い 　 つ 　 こ

　

◆ 令和６年度まほろば市民大学 受講生募集 ◆
問い合わせ　文化学習課　文化学習係（☎921）２１０１　ページID：２７１５３

まほろば市民大学とは
　一般市民が老若男女を問わず中央公民館に集まり、生涯学習社会の創造に向けて知識や技能

の基礎基本を学び、教養を高めるために講話を聞き、より一層心豊かで充実した人生を送っても

らうことを目的に開設しています。
※所属する各コースから正・副代表を選出します。当番制で受付や会場準備があります。

入場無料

開催期間　５月３0日㈭～翌１月23日㈭の午後１時～３時（全15回）

参 加 費　５千円（コースにより別途教材費必要）

申込締切　４月19日㈮必着

申込方法　①申込フォーム ▼

年間学習スケジュール　★は教養講座開催候補日（午前中）

回

1

2

3

4

5

全コース日程

5月30日㈭　

6月13日㈭ ★

6月27日㈭ 

7月11日㈭ ★

7月25日㈭  

開講式・オリエンテーション

閉講式・実践発表

　9月12日㈭ ★ 

　9月26日㈭ 

10月10日㈭ 

10月24日㈭ ★ 

11月14日㈭

11月28日㈭ 

12月12日㈭ ★ 

12月26日㈭ 

　1月  9日㈭ 

　1月23日㈭

回

6

7

8

9

10

回

11

12

13

14

15

全コース日程 全コース日程

デザイン書道コース 定員 20人

▼橋口由佳さん（橋口書道教室主宰）

はしぐち ゆ　か

　言葉の意味や思い
など表現したいことを
イメージし、デザイン
性のある書で形にし
ます。自由度が高く、
筆を持ったことがな
い人でも楽しめます。

作品は自宅に飾ったり、プレゼントした
りしても喜ばれると思います。

運動コース 定員 40人

▼谷川博俊さん（理学療法士）

たにがわ ひろとし

　身体の基本的な仕
組みや疾患について
の講座・効果的な運
動などを紹介します。
健康寿命を延ばしま
しょう！

写真編集コース 定員 20人

▼志岐裕介さん（６Photo代表）

し　き ゆうすけ

　撮った写真、どうし
ていますか。この講
座では、写真のスキ
ルアップだけでなく
データ管理から写真
補正など、 撮影のそ
の先まで学べます。

※ノート型パソコン、デジタルカメラ（スマホ不

可）が必要です。

▼

▲
申込フォーム

②往復はがきに氏名（ふりがな）、住所、年齢、電話番号、

　コース第１・第２希望を記入して郵送

③官製はがきを持ってプラム・カルコア太宰府窓口へ　

みんなの
としょかん●小説　東京都同情塔(九段理江／著)　彷徨う者たち(中山七里／著）　警官の酒場(佐々

木譲／著)　冬に子供が生まれる（佐藤正午／著）　暗殺（赤川次郎／著）　二人キリ（村山由

佳／著）　夜明けの花園（恩田陸／著）　ブラック・ショーマンと覚醒する女たち（東野圭吾／

著）　秘密の花園（朝井まかて／著）　きらん風月（永井紗耶子／著）　成瀬は信じた道をいく

(宮島未奈／著）　わたしは異国で死ぬ（カラーニ・ピックハート／著）

●随筆・詩などの文学　猫屋台日乗（ハルノ宵子／著）　母の最終講義(最相葉月／著)　クリ

スティを読む！（大矢博子／著）　いつかまた、ここで暮らせたら（大崎百紀／著）　

●その他の本　経済学オンチのための現代経済学講義（ダイアン・コイル／著)　有元家のお

弁当（有元葉子／著）　災害食ハンドブック（奥田和子／著）　もっと、京都のいいとこ。(大橋知

沙／著)　ヒビノカテ（大竹しのぶ／著）　図解でよくわかる菌ちゃん農法（吉田俊道／著）

としょかんカレンダー

○印の日は、お休みです。
開館時間　午前１０時から午後6時まで

市民図書館

ＴＥＬ （ ９ ２ １） ４６ ４ ６

ＦＡＸ （ ９ ２ １） ４ ８ ９ ６

金曜・土曜（祝日除く・太字の日）は午後７時まで

（　　   ）令和６年２月
貸出開始資料から

日 月 火 水 木 金 土令和
6年

4
1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

7

14

21

28

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

父
か
ら
の
手
紙

　

―

中
川
昌
沢
書
状―

４
月
か
ら
進
学
や
就
職
の
た
め
実
家

を
離
れ
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
子
ど

も
の
初
め
て
一
人
暮
ら
し
と
な
る
と
、

送
り
出
す
親
と
し
て
は
心
配
も
一
入
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
今
も
昔
も
変
わ
ら

な
い
よ
う
で
す
。

公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
中
川
家
文
書

に
、
江
戸
時
代
末
期
、
親
元
を
離
れ
て

住
込
み
の
修
業
を
送
る
息
子
に
宛
て
た

父
親
の
手
紙
が
ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
い

ま
す
。

差
出
人
の
中
川
昌
沢
は
、
太

宰
府
で
医
師
と
し
て
活
躍
し
た

人
物
で
す
。
村
内
の
産
子
養
育

や
天
満
宮
社
家
中
の
種
痘
も
担

当
す
る
な
ど
、
太
宰
府
の
地
域

医
療
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
中

川
家
は
３
代
続
い
た
医
家
で
、

昌
沢
が
４
代
目
、
昌
沢
の
息
子

啓
甫
も
医
師
に
な
る
た
め
の
修

業
を
始
め
ま
す
。
住
込
み
先
は
、

福
岡
城
下
の
通
り
丁
(
現
在
の
福
岡
市

中
央
区
大
濠
公
園
あ
た
り
)
に
あ
る
福

岡
藩
医
の
岸
原
養
元
家
。
現
在
で
こ
そ

電
車
や
地
下
鉄
を
乗
り
継
い
で
１
時
間

も
か
か
ら
な
い
距
離
で
す
が
、
当
時
の

移
動
は
徒
歩
で
あ
り
、
さ
ら
に
修
業
中

と
も
な
れ
ば
そ
う
頻
繁
に
帰
省
も
で
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
近
況
伺
い
や
用
事
、

相
談
ご
と
に
は
手
紙
を
用
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
郵
便
制
度
が
な
い
時
代
の
こ

と
、
博
多
方
面
へ
所
用
で
行
く
人
に
預

け
、
急
ぎ
返
信
が
欲
し
い
時
に
は
わ
ざ

わ
ざ
人
を
送
っ
て
手
紙
の
や
り
取
り
を

し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
手
間
を
惜
し
ま

ず
、
父
・
昌
沢
は
修
業
先
で
一
人
頑
張
っ

て
い
る
息
子
に
、
た
い
そ
う
細
や
か
な

手
紙
を
送
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
夏
用
の
衣
服
を
送
っ
て
や
っ

た
時
に
は
「
着
古
し
た
着
物
は
こ
ち
ら

へ
送
り
返
し
な
さ
い
」、
修
業
先
に
渡
す

た
め
の
品
物
を
送
っ
た
時
に
は
「
き
ち

ん
と
お
礼
を
言
っ
て
お
渡
し
し
な
さ
い
」

な
ど
、
一
言
書
き
添
え
る
こ
と

を
忘
れ
ま
せ
ん
。
特
に
用
事
が

な
い
時
も
、「
お
母
さ
ん
が
手
紙

を
寄
こ
す
よ
う
に
言
っ
て
い
ま

す
」「
弟
が
本
を
持
ち
帰
っ
て
欲

し
い
そ
う
で
す
よ
」
な
ど
、
家

族
の
気
持
ち
を
筆
に
の
せ
て
、

息
子
の
も
と
へ
届
け
ま
し
た
。

時
に
は
医
師
と
し
て
、
藩
医
の

元
に
い
る
息
子
に
薬
や
専
門
書

の
入
手
の
仲
介
を
頼
み
、
修
業
に
つ
い

て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
父
で
あ
り
、
医
師
の
先
輩
で

も
あ
る
昌
沢
か
ら
の
手
紙
は
、
啓
甫
に

と
っ
て
う
れ
し
く
も
心
強
く
も
あ
っ
た

で
し
ょ
う
。
20
通
余
り
の
手
紙
が
現
在

ま
で
大
切
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
息

子
の
気
持
ち
を
よ
く
表
し
て
い
る
よ
う

で
す
。太

宰
府
市
公
文
書
館
　
荻
野
　
寛
美

～公文書館だより 　～120

ひ
と
し
お

う
ぶ
　
こ

け
い
　
ほ
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「春の朗読会」を開催

　文芸作品を耳で味わうことで読書の幅を広げてみませんか。

あさのあつこ／著「女、ふたり」（『もう一枝あれかし』より）、くす

のきしげのり／著「Life」ほか、春の季節にちなむ短編小説や

エッセイなどを取り上げる予定です。

日　時　４月14日㈰午後２時30分 ～４時（途中休憩あり）

場　所　プラム・カルコア太宰府３階視聴覚室

実　演　朗読紫苑の会　参加費　無料　※申し込み不要

太宰府市役所　代表電話 (921)2121  FAX (921)1601市ホームページアドレス　https://www.city.dazaifu.lg.jp/ 3031 広報だざいふ 2024.4 （令和 6 年）広報だざいふ 2024.4 （令和 6 年）
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